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中
國
憲
法
の
基
本
的
諸
問
題
に
關
す
る
一
考
察
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ー
一
九
二
二
、
年
以
降
の
制
憲
論
雫
を
中
心
と
し
て
ー

石

川

忠

雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
序

　
一
九
四
六
年
十
一
月
十
五
日
中
國
力
民
窯
は
建
國
大
綱
に
示
さ
れ
江
建
國
の
程
序
に
基
き
、
中
國
青
年
窯
及
び
民
主
肚
會
窯
の
支
持
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

得
て
憲
法
制
定
國
民
大
會
を
南
京
に
開
催
し
た
。
本
大
會
は
四
十
日
に
亙
る
討
議
を
経
て
翌
十
二
月
二
十
五
臼
、
十
四
章
百
七
十
五
條
に

の
ぼ
る
中
華
民
國
憲
法
を
探
捧
し
江
。
然
る
に
中
國
は
此
制
憲
國
民
大
會
の
開
催
を
契
機
と
し
て
國
民
窯
及
ぴ
共
産
蕪
の
こ
大
勢
ガ
に
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

裂
し
，
太
季
洋
職
孚
絡
結
以
來
0
懸
案
た
群
國
共
合
作
に
依
る
中
國
民
主
化
へ
の
途
は
こ
、
に
全
く
絶
ち
切
ら
れ
、
今
月
日
る
が
如
き
大

規
模
な
内
職
を
招
來
し
て
ゐ
る
。
斯
く
て
本
憲
法
に
墓
く
立
憲
政
治
が
中
國
に
於
て
果
し
て
順
調
に
行
は
れ
る
か
否
か
は
頗
る
疑
問
乏
蓉

れ
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
も
國
民
蕪
は
昨
年
一
月
之
を
公
布
し
、
其
後
、
國
民
政
府
の
中
間
的
歌
遙
を
始
め
と
す
る
幾
多
の

憲
致
準
備
を
断
行
し
啄
が
ら
十
ユ
月
に
は
新
憲
法
に
基
く
新
國
民
大
會
代
表
の
選
學
を
完
了
し
、
憲
法
施
行
へ
の
態
勢
を
整
へ
て
沁
る
沿

　
絞
上
の
如
く
憲
政
の
前
途
は
今
β
遽
に
豫
断
を
許
さ
腹
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
す
本
憲
法
の
翻
定
は
清
末
以
降
四
十
蝕
年
に

わ
鴬
り
幾
多
の
障
碍
と
職
ひ
つ
つ
憲
法
倒
定
へ
の
苦
難
な
道
を
歩
ん
で
來
忙
中
國
に
と
つ
て
、
正
に
劃
期
的
な
意
義
を
有
す
る
も
の
と
云

憾
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
o
蓋
し
新
憲
法
は
民
國
憲
法
史
上
正
式
手
綾
を
経
て
制
定
せ
ら
れ
江
根
本
法
と
し
て
、
一
九
一
一
年
南
京
参
議
院

劇
定
の
臨
時
約
法
、
同
一
四
年
約
法
會
議
制
定
の
所
謂
る
新
約
法
、
二
一
二
年
國
會
制
定
の
中
華
民
國
憲
法
（
所
謂
る
曹
鍵
憲
法
）
及
ぴ
三
一

　
　
　
　
中
國
憲
法
の
墓
本
離
諸
問
題
に
瞬
す
る
麟
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
一
　
　
　
（
一
八
七
）



　
　
　
　
串
隣
憲
法
の
基
本
的
諸
閥
題
に
瀦
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
　
　
　
（
一
八
八
）

年
國
民
禽
議
制
定
の
翻
政
時
期
約
法
に
次
ぐ
存
在
で
あ
り
～
直
接
に
は
國
民
政
府
時
代
に
於
η
る
制
憲
裏
業
の
集
大
成
を
示
す
も
の
に
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

な
あ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
宛
に
新
憲
法
は
國
民
政
府
時
代
に
於
け
る
制
憲
事
業
を
其
直
接
的
墓
礎
と
し
て
生
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
籍
憲
蒙
一
九
三
葦
吾
吾
國
暴
府
に
隼
て
髪
読
蕩
碧
五
．
五
嘆
（
奎
峯
四
塁
＋
旦
部
修
正
）
を

’
基
礎
と
し
、
こ
れ
を
實
質
的
に
三
穫
分
立
の
原
則
に
立
つ
政
治
協
商
會
議
決
定
原
則
に
依
つ
て
修
正
し
た
も
の
で
あ
者
と
言
ふ
事
實
に
窺

は
れ
る
の
で
あ
る
。
郎
ち
新
憲
法
は
五
。
五
草
案
を
涌
當
大
幅
に
修
正
し
て
ゐ
、
る
に
も
拘
ら
す
依
然
と
し
て
其
根
抵
を
五
．
五
草
案
に
求

め
て
ゐ
る
の
で
あ
葛
。
然
る
に
既
五
・
五
草
案
そ
の
ゑ
の
が
一
九
三
三
年
以
降
の
制
憲
工
作
に
於
て
國
民
敵
府
の
到
逡
し
た
最
大
の
成
果

で
あ
る
貼
よ
塾
み
て
、
本
草
案
を
生
み
雌
し
た
國
民
政
府
時
代
の
制
憲
事
業
の
特
質
を
探
り
、
其
具
盟
的
内
容
を
槍
討
す
る
こ
と
は
声
今

次
』
新
憲
法
を
理
解
｝
す
る
上
に
極
め
て
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
抑
寿
辛
亥
革
命
以
後
の
民
國
憲
法
史
は
大
別
し
て
北
京
政
府
時
代
と
國
民
政
府
時
代
と
に
廣
分
畜
る
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。
其
理
由
は
根

本
的
に
は
中
國
就
會
の
構
逡
的
墾
化
鑑
求
め
ら
る
ぺ
．
き
で
あ
ら
う
。
併
し
乍
ら
よ
り
直
接
的
に
は
此
等
二
時
代
の
制
憲
事
業
に
於
け
ぢ
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

憲
主
膿
の
性
格
的
相
蓮
及
び
興
根
抵
を
な
す
憲
法
理
論
の
相
蓮
に
基
く
も
の
と
云
は
ね
ぽ
な
ら
ぬ
。
蓋
し
北
京
政
府
時
代
に
於
け
る
制
憲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

事
業
は
二
、
三
の
例
外
を
除
き
殆
ど
す
べ
で
が
封
建
的
事
制
的
軍
閥
を
中
心
と
ル
て
行
は
れ
、
其
憲
法
も
所
謂
歎
米
流
の
三
構
分
立
の
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　

則
に
墓
礎
を
置
く
も
σ
で
蹴
つ
君
の
に
封
し
、
國
民
政
府
待
代
の
制
虫
昼
王
盟
は
三
民
主
義
を
掲
げ
「
以
窯
治
國
」
を
信
條
と
す
る
革
命
的

國
民
窯
で
あ
り
、
憲
法
理
論
の
根
抵
も
孫
文
の
三
民
主
義
五
穫
憲
法
に
置
か
れ
て
ゐ
湘
か
ら
で
あ
る
。
帥
ち
こ
、
に
跡
記
二
時
代
叡
底
分

す
る
基
礎
が
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
國
民
致
府
時
代
の
制
憲
事
業
の
特
徴
は
此
三
民
主
義
五
穫
憲
法
を
僥
ぐ
る
幾
多
の
論
雫
の
裡
に
見
幽
さ

れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
三
民
主
義
と
は
言
ふ
迄
も
な
く
民
族
」
民
権
、
民
生
の
三
主
義
を
指
す
も
の
で
、
こ
の
う
ち
國
際
的
地
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
　
　
　
　
　
も

の
畢
等
．
國
内
諸
民
族
の
卒
等
を
主
張
す
る
民
族
主
義
並
に
地
穫
耶
均
、
資
本
箭
劒
の
二
原
財
に
依
る
経
濟
的
準
等
の
實
現
を
目
的
と
す



る
現
生
主
義
が
、
憲
法
の
構
成
上
主
要
な
一
部
分
を
占
め
ぢ
で
あ
ら
う
こ
と
は
改
め
て
説
く
迄
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
國
家
組
織
の
根

本
法
た
る
憲
法
自
燈
に
と
つ
て
最
も
重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
は
何
と
言
つ
て
も
民
穫
主
義
五
櫨
憲
法
で
あ
る
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら

馨
。
雲
響
穿
些
潅
趨
の
輿
繁
製
羨
撃
る
架
糞
で
曽
、
茎
一
＃
一
議
毯
妾
讐
忠
と
髭

制懸事粟も

（
駐
1
）
、
實
質
的
に
は
此
民
穫
主
義
五
櫨
憲
法
の
異
麗
化
を
饒
ぐ
ゐ
論
箏
に
重
監
が
置
か
れ
て
ゐ
た
と
言
つ
て
も
過
言
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

な
い
の
で
あ
る
。
斯
く
て
弦
に
民
櫨
主
義
五
穫
憲
法
を
続
ぐ
る
諸
論
轡
を
通
じ
て
中
國
憲
法
の
も
つ
特
徴
を
櫨
討
す
そ
必
要
が
生
れ
て
來

る
の
で
あ
る
。

　
併
し
乍
ら
一
九
三
三
年
以
後
に
於
け
る
國
民
政
府
時
代
の
憲
法
論
争
を
同
顧
す
る
こ
と
の
必
要
は
軍
に
こ
れ
の
み
に
限
ら
れ
る
謁
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

な
い
。
龍
述
せ
る
如
く
今
次
新
憲
法
は
五
・
五
草
案
を
基
礎
と
し
之
を
政
治
．
協
商
會
議
決
定
の
憲
法
原
則
に
依
つ
て
修
正
し
仁
も
0
で
あ

る
。
從
つ
て
此
修
正
が
果
し
て
國
民
窯
の
窯
是
牝
る
民
構
主
義
五
穫
憲
法
の
原
則
を
如
何
な
喝
程
度
に
ま
で
攣
更
し
江
か
を
検
討
す
る
顎
G

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

と
も
ま
た
極
め
て
重
大
な
問
題
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
検
討
の
基
礎
と
な
る
も
の
は
五
・
五
草
案
を
生
む
に
至
つ
忙
“
九
三
三
年
以
降
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

憲
法
論
争
の
裡
に
求
め
壱
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
さ
れ
ば
本
稿
の
目
的
は
中
央
政
治
制
度
に
關
す
る
基
本
的
諸
問
題
に
つ
き
、
當
時
に
於
け
る
若
干
の
代
表
的
見
解
を
紹
介
し
つ
、
、
民

構
主
義
五
櫃
憲
法
が
如
何
な
る
内
容
を
有
す
る
も
の
と
し
て
規
定
づ
け
ら
れ
忙
か
を
明
に
す
る
こ
．
と
に
在
る
。
そ
の
た
め
に
は
跳
課
題
に

先
立
つ
て
先
づ
其
穰
抵
と
な
る
孫
文
の
民
穫
主
義
五
穫
憲
法
の
概
略
を
明
に
し
て
を
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ら
う
o

　
註
1
、
蒐
曇
犀
以
降
の
國
民
政
府
の
動
憲
事
業
に
於
て
起
草
せ
ら
れ
庭
憲
法
草
案
は
各
種
の
私
案
を
除
き
弐
の
七
種
に
窪
つ
て
ゐ
る
。
翻
主
九

　
　
　
三
釜
年
六
月
氏
日
昊
経
熊
が
偲
人
名
義
を
以
て
登
表
し
た
憲
法
草
案
初
稿
試
擬
稿
、
同
隼
＋
一
月
十
六
日
主
稿
入
禽
議
を
通
逡
レ
た
、
玉
稿
人
初
渉
草

　
　
　
案
翌
三
四
年
葺
旨
二
騰
立
法
院
糞
表
の
憲
法
草
案
初
稿
、
詞
卑
七
月
九
目
衰
表
の
憲
法
草
案
祝
稿
修
疋
案
、
同
卑
十
躍
十
六
臓
立
法
院
蓮
遇
の
第
」

　
　
　
次
草
案
、
’
翌
糞
置
年
十
月
二
十
識
β
の
第
三
次
草
案
、
及
び
翌
三
十
六
年
識
月
五
日
立
法
院
登
表
の
釜
・
玉
草
案
が
之
で
あ
る
o

　
　
　
　
　
中
園
憲
法
の
基
本
的
誘
面
題
に
槍
騨
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
　
　
　
（
一
八
九
）



中
國
憲
法
の
基
本
的
謡
問
題
に
麗
す
る
一
考
，
察

四
四

（
一
九
〇
）

口
、
民
櫨
主
義
、
工
橦
憲
法
の
榔
要

孫
文
が
共
憲
法
理
論
を
構
成
す
る
に
當
つ
て
解
決
を
意
圖
し
仁
最
も
根
本
的
な
課
題
は
、
完
全
に
保
障
さ
れ
江
民
櫨
の
下
に
如
何
に
し

て
安
定
性
o
p
富
慧
犀
矯
と
有
能
強
力
な
機
能
守
β
＆
8
と
を
併
せ
有
す
る
政
府
を
樹
立
す
る
か
と
言
ふ
黙
に
あ
つ
牝
も
の
と
言
つ
て
差

支
な
い
。
彼
は
「
今
日
民
穫
を
唱
へ
る
國
家
に
於
て
最
も
恐
れ
を
所
＠
も
の
は
一
個
の
萬
能
政
府
が
現
れ
て
人
民
が
こ
れ
を
節
制
す
る
法

が
な
い
こ
と
で
あ
る
o
最
も
好
ま
し
い
も
の
は
一
個
の
萬
能
政
府
を
得
て
完
全
に
人
民
の
使
用
に
露
し
人
民
の
爲
に
幸
編
を
は
か
る
こ
と

で
あ
る
。
」
と
の
一
米
國
人
學
者
の
言
を
引
用
し
↓
此
読
は
最
新
稜
明
の
民
穫
の
學
理
で
あ
る
。
…
…
如
何
に
し
忙
ら
政
府
を
萬
能
た
ら
し

め
得
よ
う
か
。
萬
能
と
な
つ
t
政
府
を
如
洞
に
し
忙
略
人
民
の
言
ふ
こ
と
を
題
か
し
む
渇
や
う
に
す
る
こ
と
が
出
來
よ
う
か
」
（
謹
－
）
凄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

述
べ
て
ゐ
る
。
こ
の
言
は
明
に
孫
文
の
憲
法
理
論
の
も
つ
課
題
を
示
し
江
も
の
で
あ
る
。
部
ち
彼
の
意
圖
す
る
所
は
人
昆
に
一
國
の
政
事

を
管
理
し
得
べ
き
十
分
の
民
穫
を
與
へ
、
こ
れ
に
依
つ
て
有
能
強
力
な
機
能
を
螢
む
所
謂
る
萬
能
政
府
を
、
必
要
の
時
、
必
要
の
事
項
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ヤ

就
て
監
督
せ
し
め
ん
と
す
る
所
に
あ
つ
忙
の
で
あ
る
o
別
言
す
れ
ぱ
所
謂
る
全
民
政
治
（
註
2
）
の
下
に
於
け
る
寓
能
政
府
の
樹
立
こ
そ
孫
・

文
の
憲
法
理
論
に
課
せ
ら
れ
鴬
根
本
的
課
題
に
外
な
ら
な
か
つ
江
の
で
あ
る
。
彼
は
斯
る
課
題
を
提
起
す
る
に
當
つ
て
先
づ
近
代
國
家
の

探
用
せ
る
代
議
政
燈
帥
ち
議
會
政
治
の
も
つ
鋏
路
を
指
持
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
ゐ
る
。
　
「
今
日
営
界
に
於
け
る
民
穫
の
最
も
稜
逡
し
江

國
家
に
就
て
．
・
－
・
．
最
近
百
年
來
の
結
果
を
見
る
に
一
種
の
選
學
権
と
被
蓬
學
権
と
を
得
忙
に
す
ぎ
な
い
。
…
．
：
併
し
乍
ら
此
種
代
議
政
鐙

成
立
後
、
民
権
は
十
分
な
嚢
達
を
途
げ
た
と
な
し
得
る
だ
ら
う
か
。
」
（
註
3
）
彼
は
此
塵
に
於
て
近
代
的
代
議
翼
鎧
の
下
に
得
ら
れ
江
選
學

権
の
み
に
依
つ
て
は
猫
ほ
民
穫
の
保
障
が
不
十
分
で
あ
る
と
の
見
解
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
洵
に
國
家
意
思
の
決
定
が
人
民
の
選
暴
せ

る
代
表
を
通
じ
て
行
は
れ
る
と
こ
ろ
に
代
議
致
髄
な
る
も
の
、
も
つ
特
質
が
求
め
ら
れ
で
ゐ
る
以
上
、
人
民
は
選
器
穫
を
通
じ
て
聞
接
に



之
に
参
加
す
る
以
外
に
自
ら
の
意
思
を
直
接
國
家
意
思
の
形
成
に
参
加
せ
し
め
る
こ
と
は
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
勿
論
、
國
民
主
権
主
義

を
基
礎
と
し
て
代
議
政
鰹
を
探
用
す
る
近
代
國
家
に
於
て
は
、
濯
撃
民
は
間
接
に
、
選
學
さ
る
べ
き
代
表
に
封
し
て
之
を
監
督
す
る
作
用

を
有
し
て
ゐ
る
P
從
つ
τ
此
意
味
に
於
て
人
民
の
有
す
る
選
學
穫
は
間
接
的
で
は
あ
る
が
、
街
ほ
相
當
に
有
力
な
機
能
を
醤
む
も
の
と
曇

は
な
け
れ
ば
な
ぢ
な
い
マ
嚴
格
な
意
味
で
三
櫨
分
立
主
義
を
採
用
す
番
米
國
に
於
て
も
、
大
統
領
及
ぴ
立
法
部
議
員
は
各
々
直
接
選
學
民

に
封
し
て
資
任
を
負
ふ
關
係
上
一
概
に
其
意
思
を
無
醍
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
事
實
辱
あ
る
。
こ
れ
が
議
院
内
閣

制
を
探
用
す
る
國
家
に
於
て
も
、
荷
ほ
愛
當
す
右
こ
と
は
云
ふ
迄
も
な
い
こ
と
で
あ
ち
う
。
ヒ
れ
帥
ち
代
議
政
盟
の
下
に
於
て
選
學
穫
な

る
民
横
が
誉
む
政
府
（
廣
義
に
於
μ
る
）
監
督
0
い
作
用
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
そ
れ
に
も
拘
ら
す
代
議
政
髄
の
本
質
が
前
述
せ
畜
如
き
も

の
で
あ
る
以
上
、
孫
丈
の
言
ふ
如
く
「
人
民
は
官
吏
議
員
を
選
學
ル
丸
後
再
び
政
治
を
問
ふ
こ
と
が
幽
來
な
い
。
」
（
註
4
）
の
で
あ
つ
て
、

一
度
人
民
に
依
つ
て
選
學
せ
ら
れ
沈
代
表
は
前
述
せ
る
如
き
制
約
を
受
け
な
が
ら
も
弛
面
比
較
的
自
由
に
行
動
す
る
こ
と
が
幽
來
、
甚
だ

し
き
に
至
つ
で
は
人
民
の
意
溜
を
無
観
す
る
こ
と
す
ら
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
人
民
は
、
議
院
内
閣
敷
治
犀
在
つ
て
は
立
法
部
の
解
散

若
く
は
議
員
の
任
期
満
了
に
依
る
総
選
學
の
場
合
、
叉
米
國
の
如
愈
三
穫
分
立
の
原
則
に
立
脚
す
る
國
家
に
在
つ
て
は
大
統
領
及
ぴ
國
會

　
　
　
　
　
　
　
　
ル

議
員
が
任
期
満
了
後
再
蓬
を
意
圖
す
る
場
合
に
於
τ
の
み
、
其
責
任
を
澗
ひ
自
ら
の
意
偲
を
蜜
明
し
得
る
艦
す
ぎ
な
い
の
で
あ
つ
て
、
．
斯

る
代
議
政
醗
の
下
に
於
て
は
民
構
は
伺
ほ
十
分
に
保
障
さ
れ
た
と
言
ふ
こ
と
は
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
代
議
政
饅
な
る
も
の
が
敲
上
の
如

ぎ
訣
隔
を
有
す
乃
の
は
民
権
が
選
學
穫
一
穰
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
事
實
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
・
こ
y
置
孫
文
が
政
府
を
監
督
す
べ
く

民
権
の
強
化
を
主
張
す
る
基
礎
が
横
は
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
o
然
ら
ば
民
楼
の
保
障
に
於
て
欝
ほ
不
十
分
と
言
は
れ
る
代
議
政
髄
は
果
し

て
所
謂
る
寓
能
政
府
實
現
を
可
能
な
ら
し
め
た
で
あ
ら
う
か
。
孫
丈
は
之
に
封
し
て
も
否
定
的
見
解
を
明
に
し
て
ゐ
る
η
彼
は
民
櫨
ひ
嚢

遽
が
却
つ
て
政
府
を
監
競
し
そ
の
機
能
を
抑
制
す
る
結
果
を
招
く
に
至
つ
た
鴬
め
、
「
民
檬
の
嚢
達
し
蕊
國
家
に
於
て
は
多
数
の
政
府
は
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段
憲
法
の
墓
本
髄
諸
筒
題
に
駕
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
　
　
　
（
一
九
」
）



　
　
　
　
中
國
憲
法
の
墓
本
的
踏
問
題
に
闘
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
　
　
　
（
一
九
二
）

皆
無
能
と
な
る
」
（
髄
5
）
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
Q
然
ら
ぱ
何
故
に
人
民
は
民
禮
を
行
使
す
る
こ
と
忙
依
つ
て
政
府
と
封
立
し
こ
れ
を
無

能
な
ら
し
め
る
に
至
つ
た
か
。
孫
文
は
其
根
本
原
因
を
次
の
事
實
に
求
め
て
ゐ
る
。
帥
ち
人
民
が
政
府
と
封
立
し
そ
れ
に
反
抗
的
態
度
を

有
す
る
の
は
簸
阿
ほ
尊
制
の
観
念
を
有
ル
帝
軍
に
相
等
レ
い
欧
府
が
來
つ
て
尊
制
を
な
す
こ
と
を
恐
れ
る
」
（
謹
6
）
か
ら
辱
あ
る
。
別
言
す

れ
ぱ
そ
の
原
因
は
彼
の
所
謂
る
君
横
時
代
に
於
け
る
專
制
政
府
の
如
く
政
府
が
彊
力
と
な
つ
忙
場
A
『
人
民
は
之
を
管
理
す
る
こ
と
が
串

來
す
、
貞
ら
の
棲
利
を
無
親
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
る
と
云
ふ
事
實
に
求
め
略
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
孫
丈
は
斯
の
如
く
人
民
の
政
府
に
封

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

す
る
反
抗
の
原
因
を
民
擁
の
不
十
分
な
る
保
障
に
基
く
人
民
の
恐
怖
心
に
求
め
．
民
穫
の
保
瞳
が
完
全
と
な
れ
ば
人
民
と
致
府
と
の
封
立

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

は
解
漕
せ
ら
れ
る
許
り
で
な
《
」
む
し
ろ
所
謂
る
萬
能
政
府
の
實
現
こ
そ
翻
つ
て
望
ま
し
い
も
の
之
な
る
こ
と
を
示
唆
し
t
の
で
あ
る
o

　
併
し
乍
ら
弦
に
考
へ
ら
れ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
問
題
は
全
民
政
治
と
寓
能
致
府
と
の
關
係
で
あ
る
。
麹
々
民
主
政
治
と
は
國
民
全
燧
が
國
家
の

最
高
機
開
ま
し
て
國
家
に
於
け
る
最
商
の
意
恩
を
形
成
す
る
根
源
怨
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
從
つ
て
民
主
政
治
な
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

が
直
接
昆
至
致
治
（
U
冒
9
酔
ご
o
言
8
冨
昌
）
と
閥
接
民
主
政
治
（
ぎ
臼
話
含
自
垣
o
鷺
霧
o
誉
費
該
器
ご
o
導
8
轟
亀
）
と
の
二
つ
に
匪
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

せ
ら
れ
た
に
し
て
も
、
共
本
質
に
於
て
國
民
が
國
家
の
最
高
意
恩
の
根
源
で
あ
る
と
云
ふ
錨
に
は
漿
塑
が
な
い
嚢
の
と
言
は
な
け
れ
ぱ
な

防
奪
い
o
孫
文
自
身
も
亦
此
民
主
政
治
の
原
則
に
立
ち
、
之
を
徹
底
し
忙
形
に
於
て
實
現
す
べ
弍
政
府
を
人
昆
の
有
敷
嫁
る
管
理
の
下
に

從
馬
せ
ン
め
礫
う
ど
し
お
の
で
あ
る
。
斯
バ
て
孫
丈
の
言
ふ
寓
琵
致
府
乏
は
民
楼
と
封
立
す
る
親
念
に
於
け
る
萬
能
致
府
で
は
な
く
、
民

綾
の
管
理
下
に
於
け
る
萬
能
政
府
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
寓
能
な
る
語
は
民
穫
に
依
る
湖
約
の
下
に
姦
つ
て
安
定
牲
と
強
力
有
能
な

機
能
と
を
有
す
る
と
云
ふ
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
（
既
場
合
に
於
け
る
政
府
は
狭
義
の
政
府
郎
ち
行
政
部
を
指
す
も
の

で
は
な
く
海
廣
義
に
於
け
る
政
府
粗
織
全
鎧
を
指
す
の
で
あ
る
。
）
從
つ
て
髭
意
味
に
於
け
る
萬
能
政
府
の
實
現
は
民
主
政
治
の
立
前
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

り
み
る
も
極
め
て
望
ま
し
い
も
の
と
言
は
な
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
。
。
そ
れ
は
如
何
に
し
て
可
能
で
あ
ら
う
か
。



　
孫
文
は
此
根
本
的
辮
法
と
し
て
國
家
の
欧
治
大
穫
を
「
穰
」
と
「
能
」
と
に
匠
馴
す
る
こ
と
を
提
唱
す
る
の
で
あ
る
。
弦
に
権
と
は
政

事
を
管
理
す
る
人
民
の
櫨
力
を
意
味
し
政
権
（
曽
胡
爵
、
9
0
0
簿
3
ご
若
く
は
属
櫨
と
繕
せ
ら
る
、
も
の
之
で
あ
る
o
叉
能
に
相
當
す

る
も
の
は
政
治
を
治
理
す
る
致
府
分
構
力
で
あ
つ
て
治
構
黛
o
竃
窪
鑑
皆
9
鐵
8
）
若
て
は
政
府
穰
と
云
は
れ
る
も
の
帥
ち
こ
れ
で
あ

る
。
前
麿
ね
欧
府
を
管
理
す
る
入
昆
の
櫨
力
を
意
妹
し
後
者
は
致
構
自
身
の
擁
力
を
意
味
す
。
被
は
言
ふ
「
我
々
の
計
叢
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ

の
薪
鰯
聚
は
政
治
の
大
擁
を
藷
個
の
も
の
に
分
つ
た
…
…
一
σ
は
致
権
で
こ
の
大
穫
を
完
全
に
人
民
⑳
手
中
に
交
付
し
人
民
を
し
て
十
分

な
致
構
を
有
し
て
直
接
國
事
を
管
理
せ
し
め
得
る
よ
う
に
す
る
。
…
…
更
に
一
つ
は
治
権
で
あ
つ
て
こ
れ
を
完
全
に
政
府
の
機
關
に
渡
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

致府

に
大
な
る
力
を
興
へ
て
全
國
の
事
務
を
塵
理
せ
し
め
る
。
人
民
が
＋
分
に
政
篠
を
有
し
致
府
を
管
理
す
る
方
法
が
完
全
な
ら
腰
致
府

の
ガ
が
大
き
す
ぎ
て
管
理
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
と
言
ふ
様
な
心
配
は
な
か
。
」
（
註
7
）
以
上
の
如
ぎ
孫
丈
の
見
鐸
か
ら
知
抄
得
る
如
く
政

　
　
　
　
　
　
　
リ
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ヤ

横
治
横
劃
分
の
原
則
の
意
圖
す
る
所
は
民
撚
の
彊
化
に
依
る
全
民
政
治
の
實
現
と
、
共
適
切
な
管
理
の
下
に
於
て
如
何
に
治
棲
機
聡
の
機

能
を
強
化
す
る
か
と
去
ふ
所
に
指
陶
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
為
。
郎
ち
民
穫
及
び
治
擁
機
關
を
夫
々
の
立
場
に
於
て
如
何
に
彊
化
す
る
か
繋

孫
丈
の
憲
法
理
論
に
課
せ
ら
れ
牝
第
一
の
課
題
に
外
な
ら
な
い
。

　
彼
は
致
櫨
を
彊
化
す
べ
ぺ
直
接
民
棲
と
し
て
の
選
畢
擁
（
o
ρ
属
諭
影
鴨
〉
の
外
に
、
樹
ほ
之
に
相
封
す
る
罷
勇
穫
（
脚
9
鋒
）
法
律
に
封

す
る
創
制
撚
（
ぎ
置
昌
奉
）
、
及
び
概
決
穫
（
騨
鑑
霞
睾
身
ぎ
〉
を
人
民
の
手
に
與
へ
る
こ
と
を
主
張
し
仁
。
云
ふ
迄
も
な
く
此
四
権
は
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

在
ス
イ
ス
及
び
米
國
の
若
干
州
忙
於
て
採
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
直
接
民
楼
で
あ
り
、
孫
文
は
「
人
民
に
し
て
四
種
の
民
権
の
實
行
が
幽
來
れ

簾
始
め
て
全
民
政
治
と
云
ふ
こ
と
が
出
來
る
」
（
註
8
）
と
考
へ
鶉
の
で
あ
る
o
而
し
て
之
を
行
使
す
る
に
當
つ
て
は
中
國
の
實
拷
に
適
感

せ
し
む
べ
く
、
中
央
に
於
て
は
人
民
の
直
接
選
學
す
る
國
民
代
表
に
依
つ
て
構
成
さ
れ
る
國
民
大
會
を
以
て
、
叉
縣
に
於
て
は
人
民
の
直

接
行
僕
樗
任
せ
る
こ
と
、
し
牝
の
で
あ
る
O
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憲
法
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る
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四
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ヵ
三
）



　
　
　
　
中
國
億
法
の
基
本
的
諸
問
題
に
闘
ナ
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
　
　
　
（
一
九
四
）

　
治
穫
機
闘
の
機
能
の
強
化
忙
關
し
て
孫
丈
が
探
用
し
た
第
一
の
排
法
は
五
櫨
分
立
の
原
則
の
探
用
で
あ
る
。
邸
ち
邊
常
の
近
代
國
家
に

於
て
行
は
れ
て
ゐ
る
行
政
、
立
法
、
司
法
の
三
穫
以
外
に
考
試
・
監
察
の
二
穫
を
設
け
て
五
櫨
分
立
と
し
沈
こ
と
こ
れ
で
あ
る
。
考
試
櫨

は
元
來
行
政
権
に
附
罵
す
る
も
の
で
あ
偽
が
、
孫
丈
は
其
弊
害
を
認
め
f
中
國
古
來
の
考
試
制
度
を
採
用
し
囑
有
能
篠
る
人
材
を
登
庸
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ

る
重
要
な
幽
手
段
と
し
で
そ
の
猫
立
を
圖
つ
仁
の
で
あ
る
。
又
通
常
立
法
部
に
依
つ
て
行
使
せ
ら
れ
る
監
察
構
に
封
し
て
も
、
満
清
の
御

史
、
唐
の
諌
議
大
夫
の
如
き
中
國
古
來
の
良
好
な
監
察
制
度
を
復
活
し
強
力
な
機
能
を
螢
ま
し
め
ん
と
す
る
立
場
か
ら
そ
の
獅
立
を
主
張

し
鴬
の
で
あ
ゐ
。
循
に
從
へ
ぽ
「
か
う
渇
政
府
（
五
権
分
立
の
政
府
）
を
有
し
て
始
め
て
世
界
に
於
て
最
も
完
全
な
最
ぢ
良
好
な
政
櫨
と

云
ふ
事
が
幽
來
る
」
の
で
あ
つ
て
、
「
政
府
に
し
て
斯
の
如
き
能
力
が
あ
り
、
か
、
る
働
き
を
な
す
部
門
が
あ
つ
て
始
め
て
無
限
の
威
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

を
褒
揮
し
得
、
始
め
て
萬
能
の
政
府
と
な
〃
得
る
（
試
9
）
の
で
あ
る
o
帥
ち
五
穫
分
立
の
漂
則
こ
そ
彼
の
主
張
す
る
萬
能
政
府
實
現
の
第

一
の
方
法
で
あ
る
。
（
註
1
0
y
次
に
孫
文
の
主
張
す
る
第
二
の
辮
法
は
專
家
政
治
ど
云
ふ
こ
と
で
あ
る
・
張
知
本
は
此
黙
に
關
し
「
灘
罷
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

解
の
主
張
ぱ
我
々
が
政
治
學
の
術
語
に
依
つ
て
論
明
す
れ
ぽ
一
方
面
部
ち
全
民
政
治
で
あ
り
一
一
方
面
は
邸
ち
專
家
政
治
或
は
技
術
政
治
で

あ
み
。
」
（
駐
n
）
と
蓮
べ
で
ゐ
る
ボ
、
洵
に
治
穫
機
關
の
特
質
は
專
問
家
に
依
る
政
治
で
あ
る
。
孫
文
自
身
巻
「
國
家
の
政
治
に
於
て
は
根

本
に
於
て
人
民
樗
櫨
が
な
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
。
而
し
て
致
篇
を
管
理
す
乃
人
は
こ
れ
を
有
能
な
專
澗
家
に
付
す
べ
き
で
あ
る
。
」
（
註
翅
）
と
蓮

べ
て
ゐ
る
。
此
排
法
が
從
來
の
三
穫
分
立
主
義
に
立
脚
す
る
政
府
組
織
起
比
し
其
機
能
の
強
化
さ
れ
る
こ
と
は
一
慮
了
解
‡
る
コ
と
が
禺

來
る
と
憲
ふ
。
此
專
家
政
治
な
る
建
罰
か
ら
し
て
考
試
穫
の
猫
立
も
叉
一
居
の
意
味
を
も
つ
て
來
亀
の
で
あ
る
。
孫
文
に
依
る
第
三
の
欝

法
は
能
の
機
關
と
し
て
の
治
権
機
關
の
特
風
な
性
格
で
あ
る
。
莫
主
要
な
攣
化
は
立
法
院
に
求
め
ら
れ
る
か
ら
、
こ
、
で
は
立
法
院
の
性

格
を
明
に
し
て
能
の
機
關
と
し
て
の
治
権
機
關
の
意
味
を
示
す
こ
と
、
し
よ
う
〇
三
棲
分
立
の
原
則
に
立
つ
近
代
國
家
に
於
け
る
立
法
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

は
代
議
機
關
と
し
て
主
と
し
て
立
法
穫
を
行
使
す
る
も
の
で
あ
る
。
卸
ち
立
法
部
は
立
法
橿
を
行
使
ず
る
代
議
機
關
と
し
て
行
政
部
と
封



立
し
若
く
は
其
墓
礎
と
な
る
の
で
あ
る
o
然
る
に
政
穫
、
治
権
劃
分
の
原
則
に
立
つ
孫
文
の
場
合
に
は
、
治
櫨
機
關
と
し
て
の
立
法
院
は

純
粋
の
代
議
機
關
と
愛
ふ
こ
と
健
出
來
な
い
。
勿
論
立
法
委
員
は
人
民
の
代
表
に
依
つ
て
構
成
さ
れ
忙
國
民
弐
會
が
之
を
選
禺
す
る
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
全
然
代
議
機
關
と
し
て
の
性
格
を
失
ふ
こ
と
は
な
い
之
言
は
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
併
し
乍
ら
立
法
院
も
叉
所
謂
る

專
家
に
依
つ
て
構
成
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
關
係
上
・
．
國
民
大
會
に
依
る
選
學
も
考
試
に
合
格
し
た
人
々
に
封
し
て
行
は
れ
る
の
で
あ
番
。
故

に
立
法
院
は
護
底
・
格
醤
人
乏
磐
て
幾
蕊
罷
の
繍
も
て
、
蕃
の
三
馨
立
國
寳
磐
る
妾
毯
智
性
格

を
失
ふ
も
の
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
之
を
要
す
る
に
能
の
．
機
關
と
し
て
の
治
穫
機
關
は
、
一
つ
の
技
術
機
關
と
し
て
の
性
質
を
濃

厚
に
有
し
て
ゐ
る
も
の
と
蛍
つ
て
差
支
な
い
で
あ
ら
う
o

　
叙
上
の
如
く
民
携
主
義
、
五
櫨
憲
法
は
、
政
構
と
治
穫
と
を
夫
々
の
立
場
に
於
て
彊
化
し
て
、
全
民
政
治
の
下
に
寓
能
欧
府
を
資
現
せ
ん

と
す
る
も
の
で
あ
る
α
併
し
乍
ら
、
既
課
題
を
解
決
す
る
江
め
に
は
倫
ほ
一
つ
の
重
大
な
問
題
が
淺
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
。
を
れ
は
致
穫
の
治
擁
に
封
す
る
干
渉
が
適
切
に
調
和
を
得
て
行
使
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
蓋
し
治
禮
機
關

の
機
能
が
如
何
に
彊
化
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
飽
く
迄
政
権
の
管
理
の
下
に
於
け
る
彊
化
で
あ
ウ
、
若
し
政
権
に
依
る
制
約
が
頻
繁

に
且
激
し
く
行
は
れ
江
と
し
t
な
ら
ぱ
、
治
穫
機
關
の
も
つ
安
定
性
と
そ
の
機
能
は
、
自
然
．
弱
盟
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

孫
文
の
此
問
題
に
封
す
る
見
解
は
頗
る
暖
昧
且
不
晦
瞭
で
あ
る
が
、
上
述
せ
る
所
に
從
つ
て
彼
の
意
を
推
察
す
れ
ば
そ
れ
は
大
要
次
の
如

　
　
　
　
　
む

く
結
論
づ
け
る
こ
と
が
揖
來
る
で
あ
ら
う
。

　
元
來
人
民
が
政
府
に
封
し
て
反
抗
的
態
度
を
持
し
た
根
本
的
原
因
は
、
之
を
監
督
す
る
民
穫
が
不
＋
分
で
あ
る
と
致
ふ
事
貰
に
存
す
る

の
で
あ
る
。
今
薙
に
入
民
が
強
大
な
民
構
を
輿
へ
ら
れ
忙
以
上
人
民
の
政
府
に
封
す
る
態
度
は
饗
更
さ
れ
、
敷
府
に
封
し
て
從
來
φ
如
く

遜
度
に
民
櫨
を
行
使
す
る
墨
要
は
な
く
な
る
も
の
と
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
の
み
な
ち
す
四
政
権
は
政
府
が
無
能
な
る
場
合
に
の
み
行
使
さ

　
　
　
　
　
中
圓
憲
法
の
墓
本
的
謎
問
題
に
臓
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
　
　
（
一
九
五
）



　
　
　
　
中
趨
羅
漏
法
の
塞
掌
的
鋒
”
間
騒
熾
確
堕
叩
ア
る
麟
鳶
一
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
　
　
　
　
（
麟
九
六
）

る
ぺ
き
も
の
警
あ
る
。
然
る
に
所
謂
る
寡
家
に
依
つ
て
樽
成
さ
れ
機
能
を
強
化
さ
れ
だ
政
府
が
無
能
で
あ
る
こ
と
は
理
論
上
極
め
て
少
い

も
の
と
云
は
な
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
o
況
ん
や
人
幌
が
彊
大
な
属
櫨
を
有
す
る
こ
と
自
醗
が
、
致
府
を
牽
制
し
之
を
有
能
な
ら
し
め
す
に
は
置

　
　
ノ

か
塗
い
こ
と
も
亦
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
斯
く
て
政
府
が
有
能
で
あ
れ
ぱ
人
民
は
自
ら
民
櫨
を
行
使
す
べ
き
機
會
を
減
少
す
る
こ
之
、
な

る
鐸
で
あ
番
。
孫
丈
は
以
上
の
如
き
理
由
か
ら
政
樫
の
治
樒
に
封
す
る
干
渉
は
自
然
適
切
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
考
へ
て
ゐ
た

　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
が

や
う
で
あ
る
。
・
併
し
乍
ら
斯
る
見
鰐
が
極
め
て
樂
観
的
な
、
孫
文
自
身
の
實
桟
的
挫
格
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
定
し
得
な
い

蔓
買
で
あ
つ
て
、
孫
文
の
憲
法
理
論
の
も
つ
根
本
的
な
問
題
霜
の
一
つ
も
亦
此
虎
に
存
在
す
る
と
云
つ
て
差
支
な
い
。

　
以
上
、
民
横
主
義
五
櫨
憲
法
の
概
要
を
｝
感
略
述
し
伽
か
ら
、
以
下
、
政
櫨
及
治
捲
の
各
々
を
め
ぐ
る
論
孚
の
跡
を
辿
る
こ
と
、
し
よ

働
，
o

駐
1
℃
洗
窺
鼎
繰
三
民
主
義
・
二
〇
流
頁
o

雄
2
、
孫
交
絵
艶
貼
に
就
ぎ
前
掃
書
二
四
九
頁
に
於
て
次
の
如
く
蓮
べ
て
ゐ
る
。
　
門
全
民
致
治
と
は
ど
ん
な
意
昧
を
有
す
る
か
、
麗
ち
前
に
お
話
し
た
や

　
　
う
に
四
億
の
人
を
し
で
皇
帝
と
な
ら
し
む
る
の
で
あ
る
［
帥
ち
此
四
種
の
民
擢
（
選
學
罷
免
創
働
複
決
の
直
接
民
権
）
を
有
し
て
國
家
の
大
事
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
聲
理
す
れ
ば
皇
帝
と
む
れ
る
の
セ
あ
る
o
』
と
o
斯
く
て
彼
は
全
民
欧
治
の
實
現
を
四
政
擢
の
行
使
に
求
め
て
ゐ
る
鐸
で
あ
る
。

践
3
、
前
裕
書
　
一
九
三
頁
。
　
　
註
4
、
前
揚
書
　
二
辺
八
頁
。
　
　
駐
5
、
煎
揚
書
　
二
〇
五
頁
。
　
　
註
6
、
前
揚
書
　
一
二
四
頁
。

践
7
㍗
濁
播
書
、
二
四
四
頁
o
　
　
謹
8
、
蔚
掲
書
　
二
四
九
頁
。
　
　
註
9
、
前
掲
書
　
二
重
竃
頁
。

蝕
憩
、
誠
権
分
立
の
原
期
を
探
用
す
る
ζ
と
が
果
し
て
政
府
の
機
能
を
強
化
す
る
欝
法
で
あ
る
か
否
か
は
十
分
桧
討
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
o

　
　
考
試
権
及
び
霊
藁
纏
の
潟
立
が
そ
細
自
盤
の
棲
能
を
藪
化
す
る
こ
と
は
事
賞
宅
あ
ら
う
が
、
五
権
が
稲
互
に
猫
立
し
て
職
権
を
行
使
す
る
こ
と
弦
決

　
　
し
毒
讐
し
て
農
府
3
讐
強
隼
髪
た
肇
ら
漢
の
凄
な
峯
恵
籔
る
。
セ
皇
簑
ヨ
裟
鰹
集
中
｝
髪

　
　
時
に
そ
の
孜
府
は
最
も
強
大
な
の
で
あ
つ
て
置
擢
の
各
々
を
濁
立
せ
し
め
る
こ
と
は
却
つ
て
離
蘭
に
繊
能
の
停
澄
を
招
楽
す
る
恐
れ
な
し
と
し
な
い

　
　
の
で
あ
る
・
元
第
毛
ン
テ
ス
キ
ユ
3
の
三
携
分
立
麹
が
蟹
人
の
自
歯
を
保
謹
ナ
る
誹
法
と
L
甲
、
唱
へ
ら
劇
た
亭
貴
か
ら
考
へ
て
孫
丈
が
人
民
の
幸
嘱

　
　
を
属
る
こ
と
を
欝
縫
と
し
て
斯
る
原
踊
を
擾
唱
し
た
と
云
ふ
事
は
出
凍
る
か
も
し
れ
な
い
。
併
し
乍
ら
銘
竃
擢
分
立
の
原
則
が
孫
丈
の
言
ふ
如
く



　
　
「
無
限
の
威
力
を
畿
揮
す
る
飴
程
強
力
な
蔵
犠
を
替
む
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
o

雛
11
、
束
方
験
誌
第
議
十
“
巻
第
κ
號
　
張
知
本
「
忽
襟
縫
是
五
穂
憲
法
」
七
頁
。

駐
1
2
、
沈
鶴
鼎
灘
前
蝿
書
　
ニ
ニ
四
頁
。

二
、
國
民
大
曾

　
民
権
主
義
五
櫨
憲
法
の
本
質
が
全
民
政
治
の
下
に
於
け
る
萬
能
政
府
の
樹
立
に
求
め
ら
れ
、
之
を
實
現
す
る
條
件
が
政
櫨
に
依
る
寓
能

政
府
の
適
切
な
る
麿
理
に
存
す
る
こ
と
は
前
に
蓮
べ
た
通
り
で
あ
る
ゆ
從
つ
て
弦
に
選
器
、
罷
冤
、
創
制
、
複
決
の
四
樵
よ
り
聾
る
致
穰

が
如
何
な
る
形
式
に
於
て
、
如
何
な
る
範
園
に
わ
た
つ
て
行
使
せ
ら
る
、
か
璽
極
め
て
重
要
な
問
題
と
な
つ
て
來
る
o
翻
弘
孫
文
の
憲
法

　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

理
論
を
具
髄
化
す
る
裳
め
に
は
欧
穫
行
使
の
形
式
及
び
範
園
を
、
治
櫨
機
關
と
㊧
關
係
に
於
て
、
制
度
と
し
て
最
も
合
理
的
に
實
現
す
る
こ

と
が
要
請
さ
れ
て
來
る
の
で
あ
る
o
車
若
し
こ
れ
が
政
穰
の
数
力
を
著
る
し
く
弱
盟
化
す
る
方
法
拓
於
て
具
盟
化
さ
れ
忙
場
合
に
は
、
實
質

的
に
孫
文
の
云
ふ
全
民
致
治
の
實
現
を
不
可
能
な
ら
し
め
る
で
あ
ら
う
し
、
叉
こ
れ
が
滑
携
機
關
腫
封
す
る
牽
制
作
用
以
上
に
強
化
さ

　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

れ
、
事
毎
に
治
権
機
翻
に
干
渉
す
る
如
く
規
定
さ
れ
江
場
合
に
は
、
治
穫
機
關
を
し
て
寓
能
政
府
画
る
の
實
盟
遼
失
は
し
む
る
こ
之
、
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

る
か
ら
で
あ
る
Q
國
民
政
府
を
中
心
と
す
る
當
時
の
制
憲
事
業
に
於
て
、
政
椹
に
關
す
る
論
雫
が
多
く
批
霜
を
中
心
と
し
た
の
は
至
極
賞

然
で
あ
ら
う
。

　
孫
文
の
主
張
梶
從
へ
ぼ
人
民
に
依
る
政
権
行
使
の
方
法
は
之
を
二
つ
に
厘
分
す
る
こ
と
が
鐵
來
る
。
そ
の
一
つ
は
人
民
が
政
権
を
直
接

行
使
す
る
場
合
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
國
民
大
會
に
依
る
政
樵
の
行
使
で
あ
る
。
前
者
は
縣
自
治
に
於
て
行
は
れ
、
後
者
は
中
央
政
治
に

於
て
行
は
れ
る
。
斯
く
て
孫
文
の
憲
法
理
論
の
具
盟
化
を
目
的
と
す
る
當
時
の
論
争
は
、
ザ
央
致
治
に
於
砂
る
致
撲
の
行
使
に
闘
し
て
は

　
　
　
　
中
國
憲
法
の
墓
凄
酌
謄
問
題
に
ロ
ナ
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
　
　
　
（
一
九
七
）



　
　
　
　
中
國
憲
法
め
甚
“
塞
・
的
鴇
㎜
問
題
に
閲
…
す
る
一
考
崇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
　
　
　
（
一
九
八
）

國
民
大
會
を
中
心
と
し
て
行
は
れ
る
こ
と
、
な
つ
江
の
で
あ
る
Q
從
つ
て
本
稿
も
亦
此
論
争
の
内
容
を
紹
介
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

（
イ
）
國
民
穴
會
の
性
格

　
國
民
大
會
は
通
常
中
央
欧
治
に
關
し
人
民
に
代
つ
て
政
穫
を
行
使
す
る
機
關
で
あ
る
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
此
解
羅
に
從
へ
ぱ
、
國
民
大
會

は
人
民
の
選
學
し
た
國
民
大
會
代
表
に
依
つ
て
構
成
せ
ら
れ
、
四
政
穫
は
こ
れ
を
通
じ
て
周
接
に
行
使
さ
れ
る
の
で
あ
る
Q
斯
く
し
て
國

民
大
禽
は
形
式
的
に
は
一
種
の
代
礒
機
關
と
し
て
の
盤
格
を
帯
び
る
こ
と
、
な
る
謬
で
あ
る
。

　
前
述
せ
る
今
次
中
華
民
國
憲
法
も
國
民
大
會
を
此
立
場
か
ら
規
定
し
て
ゐ
る
。
云
ふ
迄
も
な
く
新
憲
法
に
は
政
治
協
商
會
議
決
定
原
則

が
盛
り
込
ま
れ
て
ゐ
る
た
め
、
、
國
民
大
會
の
地
位
は
此
営
時
の
各
種
草
案
に
比
し
相
営
に
攣
化
せ
し
め
ら
駐
て
ゐ
る
o
帥
ち
新
憲
法
に
於

て
は
治
櫨
機
關
江
る
べ
き
立
法
院
が
五
・
五
草
案
の
場
合
と
は
異
り
（
五
・
五
草
案
に
於
け
る
立
法
院
は
國
民
大
會
の
選
幽
す
る
立
法
委

員
を
以
て
構
成
さ
れ
る
）
直
接
人
民
の
蓬
學
す
る
代
表
か
ら
組
織
さ
れ
る
代
議
機
關
と
な
り
（
六
十
二
、
六
十
四
條
）
、
條
件
附
で
は
あ

る
が
行
政
院
ボ
立
法
院
に
封
し
て
責
任
を
負
ふ
議
院
み
閣
制
に
近
い
制
度
を
探
用
し
て
ゐ
る
（
五
＋
七
條
）
腸
係
上
、
國
民
大
會
の
職
権

も
そ
れ
を
行
使
す
べ
き
範
園
を
著
る
し
く
縮
少
せ
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
（
二
十
七
僚
）
ρ
斯
る
事
實
は
、
開
會
時
期
が
六
年
に
一
同
と
定
め

ら
れ
た
（
ニ
ナ
九
條
、
四
十
七
條
）
こ
と
、
相
倹
つ
て
國
民
大
會
の
地
位
を
極
め
て
薄
弱
な
も
の
乏
し
て
ゐ
る
o
こ
れ
は
新
憲
法
が
政
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
ち

協
商
會
議
決
定
原
則
に
於
て
主
張
せ
ら
れ
た
代
議
致
治
の
本
質
を
實
質
的
に
強
化
し
な
ボ
ら
噛
し
か
も
形
式
的
に
は
こ
れ
を
民
穫
主
義
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
も

五
権
憲
法
と
調
和
せ
し
め
よ
う
と
し
仁
こ
と
か
ら
生
じ
忙
結
果
に
外
な
ら
な
い
。
部
ち
そ
れ
は
中
央
政
治
制
度
の
中
心
が
，
實
質
的
に
．

園
民
大
會
を
重
観
す
る
從
來
の
立
場
か
ら
代
議
機
關
化
せ
る
立
法
院
を
中
心
と
す
る
議
院
内
閣
棚
に
移
行
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

る
。
併
し
乍
ら
斯
る
修
正
が
行
は
れ
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
す
、
新
憲
法
の
規
定
す
る
國
民
大
會
は
人
民
の
選
撃
す
る
代
表
に
依
つ
て
構
成
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
も

れ
「
全
饅
々
民
を
代
表
し
て
政
権
を
行
使
す
る
一
（
二
十
五
僚
）
一
種
㊧
代
議
機
關
的
存
在
で
あ
つ
て
、
形
式
的
に
み
ね
場
合
、
そ
の
本



質
は
既
鮎
に
於
て
は
、
從
來
に
比
し
何
等
の
愛
更
も
加
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
國
民
大
會
の
性
格
に
關
す
る
新
憲
法
の
見
解
は
此

意
味
に
於
て
國
民
政
府
時
代
の
各
種
憲
法
草
案
を
一
貫
し
て
探
用
せ
ら
れ
て
來
t
從
來
の
立
場
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
此

問
題
に
關
す
る
當
時
の
論
争
に
於
て
は
以
上
の
見
解
と
封
蹄
的
立
場
に
立
つ
主
張
が
存
在
し
な
か
つ
耽
謁
で
は
な
い
。

　
抑
寿
國
民
大
會
の
本
質
に
關
し
て
は
、
當
時
、
大
盟
二
つ
の
相
封
立
す
る
見
解
が
あ
つ
た
や
う
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
國
民
大
含
を
以

で
一
種
の
犀
書
響
営
の
機
關
と
覗
、
其
方
法
を
人
民
の
分
縣
投
票
に
求
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
弛
の
一
つ
は
前
に
述
べ
牝
如
く
國

民
大
會
が
人
民
の
選
暴
せ
る
代
表
に
依
つ
て
樽
成
さ
れ
問
接
に
四
政
権
を
行
使
す
る
機
關
と
み
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
後
着
に
は
叉
そ

れ
を
一
般
の
代
議
機
關
と
親
る
も
の
、
及
び
そ
れ
と
は
匿
別
さ
れ
忙
鯛
自
の
存
在
と
見
傲
寸
も
の
と
の
二
つ
が
あ
る
。

　
國
民
次
會
が
全
國
の
人
民
に
依
つ
て
溝
成
さ
れ
、
直
接
政
穫
を
行
使
す
る
機
關
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
代
表
的
學
者
に
は
金
鳴
盛
及

び
梅
思
単
の
二
氏
が
あ
る
。
今
、
金
鳴
盛
の
主
張
を
借
り
て
そ
の
内
容
を
要
約
し
ぽ
う
。
彼
は
其
理
論
構
成
の
前
提
と
レ
て
、
孫
文
の
憲

法
理
論
の
究
局
の
墓
準
を
建
國
大
綱
に
求
め
、
こ
れ
以
前
の
論
著
に
於
け
る
國
民
大
會
の
規
定
は
凡
て
建
國
大
綱
に
定
む
る
國
民
大
會
と

は
相
異
る
存
在
で
あ
る
と
主
張
し
、
こ
れ
を
塞
礎
と
し
て
次
の
如
く
そ
の
理
論
を
展
開
し
て
ゐ
る
。

　
（
1
）
　
國
民
大
會
が
人
民
の
選
睾
す
る
毎
縣
一
人
の
代
表
に
依
つ
て
構
成
せ
ら
れ
る
と
主
張
す
る
論
擦
は
、
建
國
大
綱
第
十
四
條
の

「
縣
陵
地
方
自
治
政
府
成
立
後
、
國
民
代
表
一
名
を
選
翠
し
て
代
表
會
せ
組
織
し
中
央
政
事
に
参
預
す
る
こ
と
が
出
來
る
」
と
の
規
定
に

存
す
る
の
で
あ
る
o
併
し
乍
ら
第
十
四
條
に
於
け
る
國
民
代
表
會
は
第
二
十
四
條
の
國
民
大
會
と
は
別
個
の
存
在
で
あ
る
o
從
つ
て
建
國

大
綱
に
於
て
は
國
民
大
會
が
毎
縣
一
人
の
代
表
を
以
て
構
成
さ
れ
る
と
云
ふ
論
擦
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
（
2
）
　
國
民
大
含
を
以
て
聞
接
に
政
棲
を
行
使
す
る
機
關
で
あ
る
と
主
張
す
る
論
擦
の
一
つ
醸
、
中
國
に
於
て
は
領
土
が
廣
大
で
あ
り

人
ロ
が
非
常
に
多
い
と
去
ふ
事
實
に
基
く
現
實
的
困
難
の
裡
に
求
め
ら
れ
て
ゐ
ろ
。
併
し
乍
ら
殴
政
棲
の
内
容
を
桧
討
す
れ
ぽ
既
見
解
ボ

　
　
　
　
　
中
属
憲
法
の
基
本
酌
諸
問
題
に
磯
ナ
る
輔
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
三
　
　
　
（
一
九
九
）



　
　
　
　
中
欄
憲
法
の
墓
本
的
賭
問
露
に
臨
テ
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
　
　
　
（
二
〇
〇
）

必
ず
し
遇
正
欝
で
な
い
こ
と
が
判
朋
す
る
で
あ
ら
．
）
。
帥
ち
選
學
穫
を
除
く
他
の
三
権
は
通
當
之
を
要
求
権
と
核
定
櫨
と
の
二
つ
に
分
つ

こ
と
が
出
來
る
o
こ
の
う
ち
要
求
櫨
は
之
を
國
民
代
表
會
（
註
－
）
に
付
す
る
も
可
で
あ
る
が
、
核
定
穫
は
分
縣
投
禦
に
依
つ
て
行
使
す
べ

き
で
あ
る
o
何
故
な
ら
ぽ
核
定
櫨
は
國
民
の
意
思
を
表
明
す
る
最
も
重
要
な
存
在
で
あ
り
、
其
實
施
手
綾
も
投
票
及
ぴ
集
計
忙
依
つ
て
行

ひ
得
ぢ
か
ら
で
あ
る
。
斯
る
見
地
よ
り
す
れ
催
國
民
大
會
を
閲
接
的
政
樺
行
使
機
關
と
す
る
論
撮
は
な
η
立
忙
な
い
。

　
（
3
）
建
國
大
綱
第
九
條
の
「
完
全
自
治
の
縣
に
於
て
は
薄
昆
は
直
接
に
官
員
を
選
墨
す
る
の
櫨
を
有
し
直
接
に
官
員
を
罷
冤
す
る

楼
を
有
し
、
，
直
接
に
法
律
を
創
制
す
る
の
擁
を
有
し
、
直
接
に
法
律
を
複
決
す
る
の
穫
を
有
す
」
ど
の
規
定
に
於
け
る
「
完
全
自
治
の
縣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

に
於
て
は
」
な
る
語
は
西
棲
を
直
接
行
使
す
ゐ
の
條
件
を
示
し
江
も
の
で
あ
つ
て
、
四
穫
行
使
の
範
匿
を
示
し
お
も
の
で
は
な
い
。
從
つ

　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

て
本
様
の
規
定
は
、
完
全
自
治
の
縣
に
於
け
る
國
民
は
一
縣
の
事
に
關
し
て
は
縣
民
の
資
格
に
於
て
叉
一
國
の
事
に
關
し
て
は
國
民
の
費

格
に
於
て
四
政
権
を
直
接
行
使
す
る
と
の
意
味
に
解
す
べ
き
で
あ
る
。
帥
ち
國
民
大
會
は
斯
る
意
昧
で
の
四
政
権
の
行
使
を
其
内
容
と
せ

ね
ぽ
な
ら
沿
o

　
（
4
）
建
國
大
綱
第
二
十
四
傑
の
「
憲
法
頒
布
の
後
中
央
統
治
権
は
國
民
大
會
に
韓
し
て
之
を
行
使
す
。
麟
ち
國
民
大
會
は
中
央
致
府

曹
員
に
欝
し
選
暴
権
、
罷
冤
櫨
を
有
し
、
中
央
法
律
に
封
し
て
創
制
楼
、
複
決
構
を
有
す
」
と
の
規
定
梶
於
け
る
國
民
大
會
を
、
澗
接
に
政

権
を
行
使
す
る
機
闘
と
解
樺
す
る
と
、
同
第
二
十
五
條
の
「
憲
法
頒
布
の
日
を
憲
政
告
成
の
時
と
す
o
而
し
て
全
國
々
民
ぼ
憲
法
に
依
り

　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

全
國
に
大
選
學
を
行
ひ
、
國
民
政
府
は
選
器
完
了
後
三
ヶ
月
に
し
て
解
職
し
政
を
民
選
の
政
府
に
投
く
o
臼
菱
國
の
大
功
の
告
成
と
す
。
一

な
る
規
定
に
於
甘
る
大
選
翠
及
ぴ
民
選
の
致
府
な
る
語
と
矛
盾
す
る
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
救
上
の
四
婁
か
ら
み
て
國
民
大
會
は
人
民
の

選
暴
す
る
代
表
に
依
つ
て
箒
成
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
人
民
の
直
接
投
票
換
言
す
塾
ぽ
核
定
擢
の
行
使
を
内
審
と
す
る
＝
筈
誉
ぎ

の
機
醐
と
解
す
べ
き
で
あ
る
o



以
上
が
全
鳴
盛
の
國
民
大
會
の
本
質
に
關
す
る
見
解
の
大
要
で
あ
る
が
、
彼
が
通
読
と
封
立
す
る
斯
る
見
解
を
探
る
に
至
つ
忙
根
本
的

原
因
は
更
に
奥
深
か
い
所
に
在
る
も
の
と
考
へ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
o
然
ら
ば
そ
れ
は
何
で
あ
ら
う
か
〇
一
言
に
し
て
云
へ
ぱ
直
接
民
櫻
を
代
表

機
關
が
行
使
す
れ
ば
，
そ
れ
は
直
接
民
櫨
た
る
の
本
質
を
失
ふ
恐
れ
が
あ
る
と
云
ふ
こ
と
之
で
あ
為
。
元
來
孫
文
が
櫨
能
分
離
の
原
則
を
探

用
し
、
櫨
と
し
て
人
民
に
四
直
接
民
穫
を
附
輿
し
乖
の
は
代
議
政
盟
に
於
て
選
學
櫨
な
る
民
穫
の
有
す
る
駅
陥
を
補
孟
せ
ん
と
す
る
爲
緯

外
な
ら
な
か
つ
江
の
で
あ
る
。
換
冒
す
れ
ば
代
議
政
燈
の
下
に
於
け
る
代
議
機
關
ボ
族
属
の
有
す
る
選
學
穫
に
基
い
て
蓬
禺
さ
れ
忙
代
表

を
以
で
樽
成
さ
れ
乍
ら
、
じ
か
も
人
民
の
濤
思
の
外
に
あ
つ
て
行
動
せ
ん
と
す
る
弊
害
を
矯
め
る
沈
め
に
、
直
接
民
穫
を
人
民
に
附
與
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

沈
の
で
あ
る
。
然
る
に
中
央
欧
沿
控
於
て
人
民
の
選
學
す
る
代
表
に
依
り
構
成
さ
れ
る
國
民
大
會
が
四
政
櫃
を
行
使
す
る
と
す
れ
ば
、
國

民
大
會
が
代
議
機
關
の
如
き
性
格
を
有
す
る
に
至
る
こ
と
は
否
定
す
る
こ
と
の
出
來
な
い
事
實
廼
あ
る
。
勿
論
人
民
は
國
民
大
會
代
表
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

封
し
て
罷
冤
繕
を
有
し
得
る
筈
で
あ
渇
か
ら
、
代
議
政
鰹
の
下
に
於
け
る
選
學
撚
と
代
議
機
關
之
の
如
き
關
係
ど
は
異
つ
ガ
も
の
で
あ
る

と
云
ふ
事
は
可
能
覧
讃
ら
う
o
併
し
そ
れ
だ
か
ら
と
云
ヶ
て
國
民
大
會
の
も
つ
代
議
機
關
的
性
椿
よ
り
生
す
る
弊
害
を
根
絶
す
る
こ
と
が

出
來
る
と
云
ふ
こ
と
に
は
な
ぢ
な
い
の
で
あ
る
。
斯
く
て
ぼ
孫
文
の
主
張
ず
る
穫
能
分
離
の
意
義
も
全
く
失
は
れ
て
し
ま
ふ
も
の
と
云
は

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
從
つ
て
直
接
民
権
は
何
等
か
の
形
に
於
て
人
民
自
身
が
行
使
す
べ
き
で
あ
る
。
金
．
梅
二
氏
の
主
張
の
根
底
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

斯
る
墓
本
的
立
場
が
藏
さ
れ
て
ゐ
君
も
の
と
考
へ
て
差
支
な
い
の
で
あ
つ
τ
、
此
黙
は
今
日
に
至
る
民
國
憲
法
史
上
の
費
例
よ
り
み
る
も

樹
ほ
十
分
傾
騎
に
値
す
る
意
見
で
あ
る
と
書
は
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
（
註
2
）
。

　
併
し
乍
ら
麟
土
の
如
き
金
鳴
盛
q
見
鰐
は
批
判
さ
る
べ
き
幾
多
の
鐵
を
内
藏
し
て
ゐ
る
。
弦
に
彼
の
見
解
を
批
判
す
る
こ
と
は
本
稿
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

任
務
外
に
島
す
ゑ
間
題
で
あ
る
か
ら
詳
論
は
避
け
る
こ
と
、
す
る
が
、
其
一
例
を
學
げ
れ
ぱ
、
氏
が
理
論
構
成
に
當
つ
て
、
建
國
大
綱
に

定
む
る
國
民
大
會
と
其
弛
の
論
著
郭
ち
中
國
革
命
輿
、
孫
丈
學
論
第
六
章
、
五
穫
憲
法
講
演
等
に
於
け
る
國
大
民
會
と
を
別
蟹
の
も
の
と

　
　
　
　
　
中
礒
鑑
法
の
甚
本
的
訟
湾
難
に
鷹
す
る
噺
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
　
　
　
（
二
〇
一
）



　
　
　
　
中
國
省
面
法
わ
墓
本
的
漉
而
問
鎧
脚
鷹
賂
阻
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霊
六
　
　
　
　
　
（
二
（
》
二
）

し
て
取
り
上
げ
て
ゐ
る
黙
な
ど
は
批
判
さ
る
べ
き
典
最
た
る
も
の
で
あ
ら
う
。
い
す
れ
に
し
て
も
金
鳴
盛
の
國
民
大
會
本
質
論
は
幾
多
の

貴
重
な
見
解
を
内
包
し
な
が
ら
、
多
数
の
學
者
の
養
同
す
る
所
と
は
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
■
る
。

　
國
氏
大
會
の
本
質
に
關
す
お
第
二
の
見
解
は
、
國
民
大
會
を
以
で
人
櫨
の
選
學
す
る
代
表
に
依
砂
構
成
せ
ら
れ
人
民
に
代
つ
て
四
政
櫻

を
行
使
す
る
機
關
と
み
る
も
の
で
あ
る
。
此
立
場
に
立
つ
者
庭
は
臭
経
熊
、
張
知
本
、
孫
科
、
陳
茄
玄
、
鏡
端
升
、
薩
孟
武
、
李
逡
俊
、

高
一
梱
、
王
惟
悉
等
々
の
有
力
な
憲
法
學
者
が
あ
る
。
其
論
擦
は
人
に
依
つ
て
若
干
の
異
同
が
あ
る
が
、
大
別
し
で
次
の
二
つ
と
す
る
こ

と
が
出
來
る
で
あ
ら
う
o
そ
の
欄
つ
は
孫
丈
自
身
の
國
民
大
會
樗
關
す
る
言
明
で
あ
る
濁
帥
ち
彼
は
中
國
革
命
史
の
革
命
方
略
に
於
て

「
次
で
全
國
平
定
後
六
年
を
経
過
す
れ
ば
、
完
全
自
治
に
蓮
し
鴛
各
縣
は
皆
代
表
一
人
を
湛
出
し
國
民
大
會
を
組
織
し
て
4
こ
（
註
3
）
と

述
べ
、
叉
五
檬
憲
養
演
及
ぴ
孫
文
學
読
第
六
章
に
於
て
も
同
様
の
見
解
を
示
し
て
む
る
。
の
み
な
ら
す
建
國
大
綱
第
二
十
四
條
に
於
て

は
前
述
螂
る
如
く
國
民
大
會
自
身
が
四
政
穫
を
行
使
す
造
こ
と
を
明
に
し
て
ゐ
る
。
斯
の
如
き
孫
文
の
見
解
が
國
民
大
會
を
以
て
間
接
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

四
致
櫨
を
行
使
ず
る
機
關
で
あ
る
と
定
義
す
る
彼
等
の
第
一
の
根
擦
で
あ
為
。
次
に
そ
の
第
二
の
論
擦
は
中
國
の
如
く
領
土
廣
大
、
人
ロ

衆
多
に
し
て
人
昆
が
敷
治
経
験
と
知
識
と
を
鋏
い
て
ゐ
る
場
合
、
人
民
に
政
穫
を
直
接
行
使
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
と
云
ふ
顯
に

求
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
（
註
4
）
然
ら
ば
間
接
的
政
穫
行
使
機
關
≧
し
て
の
國
民
大
會
は
如
何
な
る
特
色
を
有
す
る
か
、
こ
れ
に
關

す
る
一
般
的
見
鰐
を
次
に
示
す
こ
と
、
し
よ
う
。

　
蛋
知
本
は
國
民
大
會
の
地
位
に
關
し
て
「
國
民
大
會
に
し
て
醜
に
人
権
を
代
表
す
る
機
關
看
あ
る
限
タ
政
府
に
封
し
て
無
制
限
の
撲
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

を
具
有
す
べ
き
は
自
ら
當
然
の
道
理
で
あ
ら
う
」
（
謹
5
）
と
述
べ
で
ゐ
る
。
　
竈
に
國
民
大
會
は
人
民
に
代
つ
て
四
政
捲
を
行
使
す
る
も
の

で
あ
る
限
夢
其
穫
限
は
人
民
に
依
る
場
合
を
除
き
地
の
如
何
に
る
機
關
に
依
つ
て
も
制
限
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
洲
言
す
れ
ば
穫
の
機

關
と
し
て
國
民
大
會
は
致
府
を
管
理
す
る
穫
隈
を
有
す
る
が
、
政
府
に
依
つ
て
控
制
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
o
斯
る
事
實
は
國
民



犬
會
淋
一
方
に
於
て
一
見
代
議
機
關
の
如
き
性
格
を
も
ち
な
が
ら
．
然
も
他
方
に
於
て
三
権
分
立
の
原
則
に
立
つ
他
の
國
家
維
織
に
み
る

こ
と
の
出
來
な
い
特
種
な
性
格
を
禾
す
も
の
で
あ
る
。
今
之
を
稽
ζ
詳
細
に
検
討
し
て
み
よ
う
。
今
日
、
代
議
政
鰹
を
採
用
す
る
國
家
に
就

て
見
る
に
、
そ
れ
が
議
院
内
閣
政
治
と
米
國
流
の
三
穫
分
立
政
治
と
に
匠
別
さ
れ
る
こ
と
は
周
知
の
事
實
で
あ
る
。
而
し
て
議
院
内
閣
致

治
は
行
政
部
が
代
議
機
關
た
む
立
法
部
の
意
思
に
基
い
て
成
立
し
・
從
ケ
て
立
法
部
が
行
政
部
に
封
し
て
優
越
せ
る
地
位
に
立
つ
肝
忙
其

特
色
を
有
し
て
ゐ
為
－
郎
ち
立
法
部
は
行
倣
部
に
封
し
て
重
大
な
る
不
満
を
有
す
る
と
き
は
行
政
部
に
封
す
る
不
信
任
案
を
提
出
す
る
穫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

限
を
有
し
て
を
り
V
既
意
味
拡
於
て
立
法
部
は
確
拓
強
大
な
地
位
を
有
す
る
も
の
と
言
ふ
こ
と
が
出
來
る
の
で
み
る
。
併
し
乍
ら
行
政
部

は
立
法
部
に
依
つ
て
無
條
件
に
拘
束
せ
ら
れ
為
課
で
は
な
く
立
法
部
の
不
信
任
案
提
出
櫨
に
封
抗
し
て
立
法
部
に
封
す
る
解
散
構
を
認
め

ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
此
限
り
に
於
て
議
院
内
閣
政
治
に
於
け
る
代
議
機
關
と
し
て
の
立
法
部
は
如
何
な
る
機
關
に
よ
つ
て
も
制
約
さ

れ
な
い
最
高
の
地
位
を
有
す
る
も
の
と
云
ふ
こ
之
は
出
來
な
鱈
又
、
米
國
流
の
三
穫
分
立
制
度
広
於
て
も
立
洗
部
は
三
櫻
分
立
の
建
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ

か
ら
み
て
行
政
部
、
司
法
部
と
封
立
L
、
相
互
に
其
職
権
を
侵
す
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
此
場
合
に
於
け
る
立
法
部
も
最
商
の
地

位
を
有
す
る
存
在
で
は
な
努
斯
く
で
國
民
大
會
は
國
民
に
依
塑
選
學
せ
ら
れ
仁
代
表
を
以
で
構
成
さ
れ
る
乏
雪
ふ
意
味
に
於
て
代
議
機

關
の
如
き
形
式
は
と
る
が
、
そ
れ
が
四
政
代
を
行
使
す
る
最
高
の
機
關
で
あ
る
乏
云
ふ
黙
に
於
て
通
常
の
代
議
機
關
ど
は
匠
別
さ
れ
忙
存

在
で
あ
る
。
卸
ぢ
國
民
大
會
の
最
高
性
は
立
法
部
を
含
む
廣
義
の
政
府
組
織
⑳
上
位
に
在
つ
て
之
を
控
制
す
る
鐵
よ
り
生
れ
た
も
の
と
云

ふ
べ
き
で
あ
ら
う
o

　
然
ら
ぽ
國
民
大
會
は
直
接
民
主
制
を
採
用
す
る
古
代
ギ
リ
シ
ヤ
の
都
市
國
家
に
於
け
る
、
若
く
は
現
在
の
ス
イ
ス
に
（
〇
一
弩
琶
・

qづ
罵
触
q
誉
富
暑
菖
審
詳
ぎ
ミ
簿
¢
昌
富
毫
鎗
留
P
卜
選
o
欝
＆
一
誉
亀
9
㌧
岩
冨
慧
塾
目
図
審
二
自
の
五
州
）
に
存
在
す
る
民
會

（
が
導
岳
鳴
醤
Φ
葺
審
）
と
は
如
何
な
る
融
に
於
て
匿
別
せ
ら
れ
る
か
、
國
民
大
會
と
此
爾
者
と
の
間
樗
は
を
れ
が
行
使
す
べ
き
模
限
に

　
　
　
　
中
國
憲
法
の
基
本
的
諸
問
題
に
謝
す
る
扁
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
　
　
（
二
〇
三
）



　
　
　
　
中
國
簸
法
の
基
本
的
諸
問
題
鰐
簾
す
る
“
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誠
八
　
　
　
（
二
〇
四
）

於
て
若
手
の
相
異
が
あ
る
こ
と
は
弦
に
改
め
て
論
く
ま
で
も
な
い
が
、
更
に
重
要
な
相
異
は
矢
張
り
國
民
大
會
が
人
民
に
依
つ
て
選
羅
さ

れ
江
俺
表
を
以
て
構
成
さ
れ
る
と
濤
ふ
轍
に
あ
る
o
ギ
リ
シ
ヤ
σ
都
市
國
家
及
ぴ
現
在
の
ス
イ
ス
に
於
け
る
民
會
ガ
全
公
民
を
そ
の
構
成

員
と
す
る
の
に
姥
す
れ
ぱ
重
大
な
相
建
と
蓉
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
㌧
，
李
迫
俊
は
國
民
大
會
の
怪
質
に
つ
き
、
そ
枕
が
四
億
七
千
寓
人
の

國
民
代
表
大
會
で
あ
る
か
ら
純
樺
の
直
接
民
主
ぎ
器
ご
o
琶
8
冨
畠
機
關
で
は
な
く
、
一
般
國
民
の
逡
學
に
依
つ
て
生
れ
乍
ち
、
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
げ

か
も
四
政
櫨
を
有
す
る
が
故
に
問
接
民
主
冒
昏
0
9
8
響
讐
雷
露
富
銑
毒
ご
o
醤
8
胃
牌
昌
機
關
で
も
な
い
。
國
民
大
會
は
純
樺
の
直
接

民
主
機
關
と
純
粋
の
代
議
機
關
と
の
閥
に
介
在
す
る
一
種
猫
特
の
機
關
で
あ
る
（
註
6
）
と
の
見
解
を
表
明
し
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
建
に
正

鵠
を
簿
た
も
の
と
日
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
以
上
が
今
日
九
多
数
の
憲
法
學
者
の
探
る
通
読
の
様
に
恩
は
れ
る
。
併
し
乍
ら
之
に
封
し
て
國
民
大
會
の
民
議
機
關
葡
性
格
か
ら
之
を

通
常
の
國
家
に
於
け
る
立
法
部
と
一
致
す
る
と
の
見
解
を
有
す
る
も
の
も
亦
相
當
に
あ
つ
沈
。
此
黙
は
當
時
の
憲
法
起
草
委
員
長
孫
科
も

認
め
て
ゐ
る
所
で
あ
り
（
誰
7
）
、
薩
孟
武
の
館
き
は
共
代
表
的
壁
者
で
あ
ら
う
ρ
彼
は
属
民
大
會
を
以
て
通
常
の
國
家
κ
於
け
る
下
院
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

相
賞
す
る
も
の
必
し
、
國
民
大
會
σ
大
総
統
に
封
す
る
罷
菟
樵
起
封
抗
す
る
も
の
と
し
て
大
線
統
に
國
民
大
會
の
解
散
穫
を
與
へ
以
て
権

力
の
均
衡
を
園
る
べ
き
こ
と
を
生
張
し
て
ゐ
番
。
ハ
謎
8
）
斯
る
主
張
ね
明
に
國
民
大
會
の
代
議
機
關
的
性
格
を
代
議
機
關
と
誤
認
し
灘
こ

と
か
ら
出
嚢
し
た
議
論
で
あ
つ
て
、
國
民
大
會
の
本
質
を
見
誤
つ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
前
蓮
せ
る
所
に
依
り
既
に
明
で
あ
る
と
思
ふ
。

　
之
を
要
劣
る
に
國
民
大
會
は
人
民
の
選
器
す
る
代
表
に
依
つ
て
構
成
せ
ら
れ
、
治
穫
機
關
の
上
位
に
在
つ
て
之
を
控
髄
す
る
鴬
め
に
四

政
権
を
行
使
す
る
欝
で
あ
る
と
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
o

　
O
－
、
金
嚇
盛
氏
は
餌
民
大
食
を
以
て
國
民
の
有
す
る
核
定
権
を
執
行
す
る
覧
魯
ぎ
誉
の
騰
闘
と
見
る
結
果
中
央
教
府
と
國
民
大
禽
と
の
闘
κ
在

　
　
　
つ
て
紳
介
的
混
能
を
蒼
む
常
設
代
議
機
關
の
設
量
を
主
張
し
て
ゐ
る
o
こ
れ
が
所
謂
國
民
代
表
會
で
あ
る
o
今
彼
の
玉
権
憲
法
に
封
す
る
犠
掩
を
示



　
　
　
せ
ぱ
次
の
如
く
で
あ
る
〇

三
講
轟
購
…
灘
講
嘆

　
　
（
以
上
時
事
月
報
第
”
九
巻
第
葺
期
金
鳴
盛
「
果
氏
憲
法
草
案
輿
五
権
憲
法
之
特
性
」
一
七
〇
頁
以
下
）
。

　
融
2
、
8
、
時
事
月
報
第
十
巻
第
孟
期
金
鳴
盛
『
憲
法
初
稿
與
孟
権
憲
法
之
特
性
」
年
一
八
頁
以
下
o

　
　
　
・
b
、
時
事
月
報
第
九
巻
第
三
期
金
鳴
盛
『
昊
氏
憲
法
草
案
與
孟
穫
憲
法
之
特
性
は
二
七
二
頁
以
下
。

　
髄
3
、
第
一
公
諭
鮭
孫
丈
全
集
第
四
巷
三
二
三
頁
o

　
融
4
、
災
経
態
氏
の
斯
る
見
解
に
欄
し
て
は
東
方
難
誌
第
置
＋
三
巻
第
＋
三
期
「
中
華
民
國
憲
法
草
案
的
特
色
」
滲
照
。

　
　
　
張
知
本
氏
に
開
し
て
は
東
方
雑
誌
第
三
十
｝
巻
第
八
號
「
悠
様
緩
是
五
権
憲
法
」
滲
照
o

　
　
　
孫
科
氏
に
關
し
て
は
凍
方
難
誌
第
三
＋
醐
巻
第
二
＋
一
號
門
中
國
憲
法
的
幾
個
問
題
」
参
照
。

　
　
　
簾
孟
武
氏
に
關
し
て
は
コ
昌
民
主
義
欧
滑
學
』
八
十
六
頁
以
下
参
照
o

　
　
　
李
廼
俊
氏
に
湘
し
て
は
時
事
月
報
第
十
一
巻
第
三
期
「
憲
法
草
案
初
稿
修
霊
案
中
之
中
央
激
制
」
参
照
。

　
　
　
高
噂
滑
氏
に
闘
し
て
は
時
事
月
報
第
十
巻
第
四
斯
「
封
於
國
民
大
會
職
権
規
定
之
商
権
」
参
照
。

　
　
　
霊
世
撫
氏
に
關
し
て
は
「
比
較
憲
法
」
六
〇
舶
頁
以
下
参
照
o

註
レ
。
、
法
學
研
究
第
十
三
巷
第
一
號
及
川
恒
忠
教
授
「
牽
蜘
本
氏
の
民
國
憲
猿
起
草
意
見
の
解
説
島
一
五
八
頁
。

　
註
6
、
時
事
月
報
第
十
一
巻
第
三
期
李
辿
、
「
憲
法
草
案
初
稿
修
正
案
中
之
中
央
政
制
」
一
四
七
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
註
7
、
東
方
離
誌
第
三
十
一
巻
第
二
十
一
號
孫
科
「
中
國
憲
法
的
幾
個
問
題
」
玉
O
頁
以
下
。

　
註
8
、
儲
玉
坤
「
中
國
憲
法
大
絹
」
一
七
三
頁
o

（
口
）
國
民
夫
會
代
表
の
選
暴

　
國
民
大
會
は
共
本
楽
の
性
格
よ
り
み
て
眞
に
人
民
を
代
表
す
る
機
關
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
國
民
大
會
は
人
民
に
依
つ
て
選
學
さ

　
れ
忙
代
表
に
依
塾
組
織
さ
れ
る
と
云
ふ
丈
で
は
未
だ
十
分
で
は
な
を
の
で
あ
つ
て
．
之
が
爲
に
は
そ
れ
以
前
起
人
民
を
し
て
翼
の
代
表

　
　
　
　
　
中
國
憲
法
の
基
本
的
諸
問
題
に
纐
す
る
繭
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃
九
　
　
　
（
二
〇
玉
）



　
　
　
　
中
鰯
憲
法
の
基
本
的
譜
問
題
に
礫
す
る
剛
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
　
　
　
C
一
〇
六
）

を
選
出
せ
し
む
べ
き
最
も
合
理
的
な
制
度
が
樹
立
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
國
民
大
會
代
表
を
選
睾
す
る
方
法
は
此
意
味
に
於
て

最
も
合
理
的
に
定
め
ら
る
べ
き
で
あ
る
o

　
通
常
各
國
に
於
で
蓬
學
に
關
す
る
重
大
な
論
雫
は
（
－
）
直
接
選
學
と
間
接
選
學
、
（
2
）
普
通
選
學
と
瓢
限
選
學
、
（
3
）
地
域
代

表
制
乏
職
能
代
表
制
等
の
諸
問
題
に
就
て
行
は
れ
て
ゐ
る
や
テ
で
あ
る
。
國
民
大
會
代
表
選
暴
に
關
す
る
論
孚
も
大
醒
此
線
に
澹
つ
て
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
　
　
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

は
れ
仁
と
云
つ
て
差
支
な
い
o
併
し
乍
ら
直
接
選
器
か
間
接
選
墨
か
の
問
題
に
關
し
て
は
僅
に
周
鰻
生
が
國
民
大
會
の
機
能
を
有
名
無
賛

　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

の
存
在
た
ら
し
め
な
い
江
め
に
大
會
代
表
の
人
数
を
減
少
せ
し
ぬ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
叉
曹
右
芹
が
戸
ロ
調
査
の
不
十
分
と
交
通
の

不
便
を
理
由
と
も
τ
間
接
選
學
を
主
張
し
た
（
註
－
）
程
度
で
、
さ
し
t
る
問
題
も
な
く
直
接
選
學
莚
統
一
さ
れ
、
制
限
選
學
か
普
通
選
學

か
の
問
題
も
國
民
大
會
自
盟
の
性
格
か
ら
み
て
普
通
選
學
を
主
張
す
逐
も
の
が
多
く
殆
ど
論
雫
ら
し
い
論
孚
を
惹
き
起
す
こ
と
な
く
し

　
　
　
　
　
　
ペ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

て
、
女
子
参
政
穫
を
も
含
む
普
題
濯
學
制
が
探
用
せ
ら
れ
る
こ
と
、
な
つ
忙
。
．
叉
職
能
代
表
制
に
關
す
る
主
張
に
は
地
域
代
表
制
を
放
棄

し
て
純
粋
の
職
能
代
表
制
の
採
用
を
主
藤
す
を
も
の
も
あ
り
（
註
2
）
、
産
業
未
嚢
蓮
の
地
域
に
於
て
は
地
域
代
表
制
を
採
用
し
、
経
濟
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

嚢
展
の
著
る
し
い
人
ロ
瀾
密
の
地
域
に
於
て
は
人
ロ
を
標
準
と
す
る
地
域
代
表
制
と
能
職
代
表
制
と
分
併
用
を
主
張
す
る
も
の
も
あ
り

（
駐
3
）
，
更
に
は
全
國
を
殖
じ
て
人
ロ
比
鋳
に
基
ζ
地
域
代
表
制
と
、
職
能
代
表
制
と
の
併
用
を
主
張
す
る
も
の
も
あ
つ
忙
。
（
註
4
）

　
斯
の
如
き
畿
能
代
表
制
の
主
張
に
封
し
て
は
、
そ
れ
が
職
業
關
係
に
依
り
一
個
人
を
し
て
数
個
の
選
學
構
を
有
せ
し
む
る
結
果
を
招
來

す
る
江
め
全
民
政
治
の
精
紳
と
相
反
す
る
と
の
張
知
本
の
批
判
を
始
め
と
し
（
註
5
）
幾
多
の
非
難
が
浴
ぴ
せ
か
け
ら
れ
江
結
果
、
當
時
の

論
畢
に
於
て
は
左
程
有
力
な
地
位
を
占
め
る
忙
は
至
ら
な
か
つ
た
。
併
し
乍
ち
職
能
代
表
制
が
強
く
主
張
せ
ら
れ
な
か
つ
仁
よ
り
根
本
的

な
理
由
は
中
國
自
燈
に
於
け
る
資
本
主
義
的
嚢
展
が
未
成
熟
で
あ
り
且
全
國
的
に
不
亭
均
で
あ
惹
許
り
で
な
く
職
能
團
髄
の
褒
達
も
叉
不

十
分
で
あ
つ
た
事
實
に
求
め
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
（
註
6
）



　
以
上
述
ぺ
楽
つ
た
所
樗
依
η
推
察
せ
ら
れ
る
如
く
、
當
時
に
於
け
る
論
雫
の
中
心
的
課
題
は
地
域
代
表
制
の
内
容
を
如
何
に
す
べ
き
か

と
云
ふ
黙
に
置
か
れ
て
み
鴬
o
”
換
言
す
れ
ぱ
孫
丈
の
遺
敦
に
於
け
る
國
民
大
會
代
表
選
出
の
墓
準
を
憂
更
す
べ
き
が
否
か
、
叉
之
を
饗
更

す
る
と
せ
ば
如
何
に
攣
更
す
べ
ぎ
か
の
問
題
が
之
塘
あ
つ
忙
の
で
あ
る
。
此
問
題
を
中
心
と
す
る
當
時
の
論
争
は
概
ね
之
を
三
種
に
分
つ

て
考
へ
る
こ
と
が
禺
來
る
。
そ
の
一
つ
は
孫
丈
の
主
張
を
忠
實
に
蓮
奉
せ
ん
と
す
る
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
つ
て
、
焦
易
堂
、
陳
肇
英
雨
氏

を
始
め
と
蕊
簑
的
姦
婁
蓑
之
量
し
て
ゐ
る
．
笙
豊
饗
菱
の
主
張
を
放
毫
、
杏
姦
響
を
蒙
薯
決

定
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
郎
徳
柿
、
王
士
豪
、
章
友
江
」
程
経
遽
の
如
き
が
之
に
属
し
て
ゐ
る
。
第
三
の
立
場
に
立
つ
も
の
は
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

鼎
、
張
知
奉
、
李
逡
俊
等
を
始
め
と
す
る
多
数
涙
で
あ
つ
て
、
そ
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
は
孫
文
の
遙
教
を
原
則
的
に
承
認
し
つ
、
其
鉄
鮎

を
修
正
せ
ん
が
爲
に
人
口
比
例
の
増
選
方
法
を
加
味
嚇
ん
と
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。

　
然
ら
ぱ
前
記
第
一
読
に
於
け
る
孫
文
の
逡
教
込
は
何
で
あ
る
か
。
孫
文
は
其
著
中
國
革
命
史
に
溢
て
次
の
却
く
蓮
べ
て
ゐ
る
。
留
ち

「
全
國
築
定
後
六
年
を
経
過
す
れ
ぱ
身
全
に
自
治
を
蓮
成
し
江
各
縣
は
皆
代
表
一
人
を
選
出
し
て
國
民
大
會
を
粗
織
し
云
々
－
…
」
と
。

斯
る
主
張
は
孫
文
肇
読
第
六
章
に
於
て
も
（
註
7
）
又
五
穫
憲
法
講
演
に
於
て
も
全
菰
攣
化
し
て
ゐ
な
い
（
但
し
建
國
大
綱
に
於
て
毎
縣
一

人
の
代
表
を
選
出
す
る
と
云
ふ
の
健
金
騰
盛
の
所
読
を
紹
介
し
江
際
に
述
べ
た
如
く
國
民
代
表
會
菰
就
て
述
べ
ら
れ
湘
も
の
で
あ
つ
で
、

そ
れ
が
國
民
大
會
に
準
用
さ
れ
る
か
否
か
に
就
て
は
明
白
な
読
明
は
な
い
。
併
し
乍
ら
此
當
時
に
於
け
る
多
数
の
學
者
は
國
民
大
會
に
も

準
用
さ
れ
る
と
考
へ
て
ゐ
霊
も
の
、
如
く
で
あ
る
）
。
帥
ち
國
民
大
會
代
表
の
選
學
に
關
す
る
孫
文
の
見
解
は
、
明
に
地
域
代
表
劒
の
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

場
に
立
つ
も
の
で
あ
り
縣
を
選
學
雇
の
翠
位
と
し
て
毎
縣
一
人
の
代
表
を
選
出
す
る
こ
と
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
既
立
場
に
立
つ
第
一
論

の
論
擦
は
如
何
な
番
鐵
淀
在
る
の
で
あ
ら
う
か
、
焦
易
堂
及
ぴ
陳
肇
英
二
氏
の
見
解
に
依
れ
ぽ
そ
れ
は
概
ね
次
の
如
く
で
あ
る
。
郎
ち

（
1
》
孫
文
の
遺
歌
は
立
瀦
憲
工
作
に
於
け
る
聖
典
と
し
て
奪
重
す
べ
音
で
あ
り
　
（
2
蹴
若
し
人
ロ
を
以
て
代
表
選
學
の
標
準
と
す
れ

　
　
　
　
　
中
園
憲
法
の
墓
本
的
諮
尚
題
に
瀦
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
　
　
　
（
二
〇
七
）



　
　
　
　
中
属
憲
法
の
善
寧
葡
踏
閥
題
騰
雛
す
る
舶
考
舞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
　
　
　
（
二
〇
八
）

ぽ
、
現
在
の
戸
郷
調
査
の
不
完
全
よ
り
み
τ
不
公
準
と
紛
糾
と
を
生
じ
易
い
と
云
は
ね
ば
な
ら
す
　
（
3
）
孫
丈
の
原
則
を
承
認
し
つ
、

人
ロ
姥
例
に
依
る
代
表
選
學
の
方
法
を
加
味
す
る
こ
と
ば
大
會
代
表
の
人
数
を
著
る
し
く
増
加
せ
し
め
大
會
の
蓮
警
は
圓
滑
を
鉄
く
の
恐

れ
が
あ
り
　
　
（
4
）
縣
に
等
し
い
地
域
及
び
市
を
縣
と
同
檬
に
取
扱
へ
ぼ
現
實
権
左
程
大
き
な
問
題
を
生
じ
な
い
　
と
の
四
黙
が
此
主
張

の
諭
擦
で
あ
る
や
う
忙
思
は
れ
る
究
蝕
8
V

　
　
　
　
　
　
一

　
之
に
封
し
τ
人
ロ
比
例
κ
依
る
代
表
選
學
を
主
張
す
る
第
二
読
の
論
擦
を
程
経
遠
及
ぴ
郎
徳
挿
の
二
氏
に
依
つ
て
示
し
て
み
よ
う
o
程

経
邊
嚢
嚢
霧
爵
す
義
響
於
て
「
欝
‡
蒙
簾
市
及
び
蕎
篭
馨
袋
天
を
養
す
る
と
規
宅
召
る

の
は
特
に
選
畢
原
則
淀
合
致
し
な
い
様
に
思
は
れ
る
内
世
界
の
丈
明
國
に
於
て
摩
』
…
∴
其
飴
の
衆
議
院
議
員
或
は
大
會
の
選
學
は
皆
人
ロ

を
以
で
標
準
と
し
て
ゐ
る
o
況
ん
や
中
國
各
縣
市
に
居
住
す
る
人
民
の
数
は
特
に
相
蓮
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
縣
市
を
以
て
選
學
翠
位

と
す
る
の
は
實
に
公
挙
を
鉄
い
て
ゐ
る
。
」
（
註
9
）
ξ
蓮
べ
て
其
主
要
な
根
擦
を
各
國
に
於
け
る
寳
倒
と
中
國
の
縣
市
樗
於
け
る
人
ロ
分
布

の
不
挙
均
掲
譲
め
て
ゐ
る
o
之
に
封
し
て
郎
徳
浦
は
そ
れ
を
人
ロ
分
布
の
相
蓬
に
求
め
て
ゐ
る
許
り
で
な
く
、
人
の
有
す
る
知
識
及
び
丈

化
の
程
度
の
相
建
が
極
め
て
大
で
あ
る
こ
と
を
も
彊
調
し
、
若
し
孫
文
の
主
張
す
る
が
魏
き
塞
準
を
場
て
選
學
豊
断
行
す
れ
ぼ
、
其
我
表

は
同
一
僚
件
の
下
κ
選
出
さ
れ
江
謬
で
は
な
く
、
’
極
め
τ
不
公
耶
な
結
果
と
な
る
貯
を
主
張
し
て
ゐ
る
（
謹
憩
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

　
淘
緯
第
二
詮
の
蓄
あ
如
く
ヰ
園
に
於
け
る
縣
市
の
人
ロ
は
地
域
忙
依
つ
て
非
常
な
相
蓮
の
あ
る
こ
と
は
否
み
難
い
事
實
で
あ
る
。
人
η

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

綱
蜜
な
上
海
と
邊
擁
に
あ
る
一
縣
と
を
岡
一
の
資
格
に
於
て
代
表
一
人
を
選
幽
す
べ
き
も
の
と
し
江
な
ら
ば
、
そ
れ
渥
果
シ
て
愛
嘗
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

る
か
否
か
は
言
は
す
し
て
賜
で
あ
ら
う
。
既
霜
よ
り
み
れ
ば
第
一
詮
に
於
け
お
（
4
）
の
理
由
の
節
き
は
孫
交
の
立
場
を
守
ら
ん
磁
ナ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
　
　
　

綱
種
の
張
熱
で
あ
る
と
云
は
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
麹
ち
理
論
的
権
言
へ
ぽ
第
二
読
が
遙
に
秀
れ
☆
存
在
な
の
で
あ
つ
て
、
第
一
設
を
採

用
し
た
憲
法
掌
案
初
稿
に
封
し
髭
黙
よ
り
す
る
幾
多
の
批
判
が
注
が
れ
た
こ
と
は
當
然
で
あ
る
と
言
ぱ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。



併
し
乍
ら
制
憲
事
業
を
主
催
す
る
中
國
々
民
窯
に
と
つ
て
、
孫
丈
の
逡
敦
を
全
く
考
慮
せ
ざ
る
第
二
読
の
如
き
主
張
を
そ
の
ま
、
探
用
す

る
こ
と
が
忍
び
難
い
こ
と
で
あ
畜
こ
と
は
疑
ふ
鹸
地
が
な
い
。
斯
く
し
て
こ
、
に
爾
煮
の
愛
協
的
見
解
と
し
で
第
三
読
の
登
場
す
る
理
由

が
あ
つ
鷺
の
で
あ
る
。
帥
ち
一
方
忙
於
て
孫
丈
の
毎
縣
一
人
な
る
原
則
を
承
認
し
乍
ら
、
地
方
一
定
数
の
人
ロ
を
壇
す
毎
に
其
代
炎
数
を

堆
蜘
せ
し
め
ん
と
す
る
方
法
が
之
で
あ
る
。
．
張
知
本
は
此
鮎
に
關
し
て
「
孫
先
生
は
曾
て
毎
縣
一
人
の
主
張
を
有
し
て
居
ら
れ
牝
が
そ
れ

は
毎
縣
少
く
と
も
一
人
を
有
せ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
と
の
標
準
を
規
定
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
彼
の
民
穫
主
義
の
原
則
に
根
擦
し
て
云
へ

ぱ
決
し
て
人
口
の
特
別
多
い
縣
冨
も
只
よ
く
代
表
一
、
人
を
選
出
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
制
限
し
仁
も
の
で
は
な
い
」
（
註
”
）
と
述
べ
て
ゐ
る

が
こ
れ
は
明
に
孫
丈
の
原
則
に
廣
汎
且
愛
協
的
解
繹
を
與
へ
江
も
の
と
去
ふ
こ
と
が
出
來
逐
L
。

　
　
　
　
　
　
か

　
以
上
⑳
三
読
以
外
拓
も
樹
ほ
傅
策
常
氏
の
如
く
、
孫
丈
の
原
則
は
全
國
が
憲
政
時
期
起
建
し
た
場
合
の
携
法
で
あ
り
、
其
場
合
に
は
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

原
則
を
賢
施
し
て
も
差
支
な
い
が
、
然
ら
ざ
る
今
日
に
於
て
は
人
民
の
知
識
の
穆
度
及
ぴ
人
口
の
多
寡
を
考
慮
し
て
其
辮
法
を
決
定
す
べ

き
で
あ
る
と
の
主
張
を
行
ふ
者
も
あ
り
（
註
皿
）
上
記
三
読
の
折
衷
案
の
如
き
見
解
も
二
、
三
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
弦
に
改
め
て
読
く
迄

も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
o

　
當
時
樗
於
け
る
論
争
は
営
上
の
三
読
を
饒
ぐ
つ
で
最
も
激
し
く
行
は
れ
t
の
で
あ
る
が
、
其
嘗
初
に
於
て
は
第
一
論
及
び
第
三
読
が
相

薯
力
箋
撃
ぬ
て
麹
毘
謹
莫
額
の
蘂
初
嚢
霧
護
圭
隻
ぴ
義
人
初
歩
纂
鑑
麦
鱈
撃
第
三

読
が
探
用
せ
ら
れ
、
憲
法
草
案
初
稿
第
四
十
七
僚
に
於
て
第
一
読
が
採
揮
さ
れ
て
ゐ
る
錨
か
ら
も
明
瞭
に
窺
は
れ
る
の
で
あ
る
。
併
し
乍

ら
、
共
後
第
一
読
に
封
し
τ
第
二
読
か
ら
前
蓮
せ
る
如
き
非
難
が
強
く
浴
せ
ら
轟
伽
結
果
、
第
一
論
の
後
退
に
依
つ
て
第
三
読
は
釜
々
有

力
な
存
在
と
な
ク
靭
稿
修
正
案
以
後
は
殆
ど
全
く
第
三
詮
の
猫
占
す
る
駈
と
な
つ
江
の
で
あ
る
o
斯
く
て
國
民
大
會
代
表
の
選
出
に
聞
テ

る
論
争
は
理
論
的
に
絃
樹
ほ
未
解
決
な
も
の
を
多
実
残
し
乍
ら
・
折
衷
案
の
探
鐸
に
依
つ
て
其
幕
を
閉
ぢ
鴨
の
で
あ
る
o
そ
れ
に
當
時
に

　
　
　
　
中
躍
憲
法
の
墓
本
曲
諸
濁
題
に
勲
す
る
一
考
秦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
　
　
　
（
二
〇
九
）



　
　
　
　
　
⊥
甲
団
凹
轡
禰
法
の
蕩
本
的
諸
問
麗
即
に
一
瀦
⊥
ア
る
貿
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
一
　
　
　
　
（
二
一
〇
）

於
け
る
制
憲
事
業
の
主
盟
が
孫
文
の
逡
教
を
蓮
奉
す
る
國
民
難
で
あ
つ
忙
と
曇
ふ
特
殊
事
清
か
ら
み
て
建
に
巳
む
を
得
な
い
こ
と
、
云
は

　
　
　
　
　
　
　
　
蔚

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
o
パ
未
完
）

　
融
1
℃
曹
右
芹
氏
に
鯛
し
て
は
英
修
道
教
授
舞
「
中
華
民
國
憲
法
草
案
初
稿
意
見
書
滴
饗
彙
編
」
嵩
二
〇
頁
蓼
照
o

　
　
　
周
鰻
虫
篤
に
驚
し
て
は
東
方
難
誌
第
鼠
十
一
巻
第
八
號
「
憲
法
草
案
詳
」
繍
九
頁
o

　
麗
2
、
莫
教
擾
嘗
前
揚
一
二
孟
頁
。

　
薩
3
、
東
方
雑
誌
第
三
十
一
巻
第
八
號
林
家
靖
『
憲
法
初
稿
中
闘
於
政
制
問
題
之
商
穫
」
二
八
頁
。

　
註
4
、
英
教
携
前
揚
書
二
一
四
瓦
。

　
駐
5
、
東
方
牒
器
第
三
十
一
省
第
八
鷺
張
知
本
「
憲
檬
緩
是
置
穫
憲
法
」
八
頁
。

　
駐
6
、
雌
雷
噂
左
程
有
力
な
虫
張
で
は
な
か
つ
た
磯
能
代
表
倒
は
其
後
、
登
展
途
上
に
在
る
職
能
團
農
の
巾
國
政
治
に
於
け
る
重
要
性
の
再
認
議
と
專
門

　
　
　
的
知
畿
経
融
に
富
む
有
能
な
人
材
を
供
絵
す
る
と
の
麗
鮎
か
ら
、
一
九
三
六
年
竃
月
竃
日
の
國
民
大
禽
代
表
選
畢
法
（
翌
三
七
年
四
月
三
十
日
修
正
）

　
　
　
並
に
今
次
新
憲
法
に
於
て
採
用
さ
れ
る
に
里
っ
た
o

　
駐
7
讐
第
一
公
諭
鮭
孫
丈
全
集
第
二
巻
一
一
四
頁
σ

　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
六
巻
二
κ
頁
。

　
駐
8
、
災
競
熊
、
貰
公
勇
著
中
國
朔
憲
史
上
巻
＝
昌
九
頁
以
下
。

　
註
9
、
時
事
月
報
第
十
巻
第
孟
期
程
経
遠
『
封
於
中
肇
民
國
憲
法
草
案
初
稿
之
商
権
」
三
二
八
頁
。

　
駐
1
0
、
実
教
授
前
揚
書
二
〇
九
頁
。

　
融
1
1
℃
東
方
難
毬
第
三
十
輔
巻
第
八
號
張
知
本
「
憲
様
緩
是
玉
権
憲
法
」
九
頁
。

　
独
鶏
、
異
経
熊
、
．
萱
公
斑
著
龍
掲
書
上
巻
＝
昌
七
頁
。



　
　
　
　
窟
　
　
誤
　
　
表

　
中
醐
憲
法
の
燕
本
的
諸
問
題
に
關
す
る
一
考
察

箪
昌
十
醐
蕃
第
鱈
號

貝
敷
　
　
　
　
行
歎

四
一
　
　
　
　
副
題

四
一
　
　
　
　
　
四

四
一
　
　
　
　
一
〇

四
三
　
　
　
註
1
、
四
行
目

五
五
　
　
　
　
　
九

五
六
　
　
　
　
　
三

蚕
ハ
　
　
　
　
一
四

五
六
　
　
　
　
一
六

五
七
　
　
　
　
一
二

五
八
　
　
　
　
　
八

五
九
　
　
　
融
4
、
六
行
目

六
〇
　
　
　
　
　
一
・
一

六
一
　
　
　
　
一
七

六
四
　
　
　
　
註
三

六
四
　
　
　
　
誰
九

麓
訂
一
十
脚
巻
第
一
五
號

頁
敷
　
　
　
　
行
数

一
コ
　
　
　
　
　
　
一

二
ニ
　
　
　
　
コ

ニ
八
　
　
　
　
　
一

三
〇
　
　
　
　
誰
一

三
五
　
　
　
　
　
一

四
〇
　
　
　
　
設
五

　
誤

噛
九
一
三
年

今
月
日
る

一
九
二
年

三
＋
六
年

選
墨
構

人
椹

人
樺

如
何
に
る

四
政
代

民
議
機
關
的

商
描

能
職
代
表
制

立
制
憲
工
作

商
椹

〃　
謎

之
も

骨
わ
ざ
る
を

え
に
な
い

選
拳
樺

商
樺

権
暴

商
権

　
磁

一
九
三
三
年

今
町
見
る

一
九
ご
一
年

三
六
年

選
暴
民

人
民

人
民

如
何
た
る

、

四
政
権

代
議
機
關
的

商
椎

職
能
代
表
制

立
憲
工
作

商
椛

〃

　
　
　
正

　
　
之
を

言
わ
ざ
る
を
え

な
い

選
墾
礎

商
櫨

横
暴

商
確


	正誤表

